七月十九日（火）

　ピピピピッ　ピピピピッ　ピピピピッ

「うにゅう……」

　少しでもその音から逃げようと布団の上で寝返りを打つ。
　ピピピピピピピピピピピピ
「ぬう……」

　しかし、その音はいやがおうにも眠っていた意識を呼び起こしていき……
　ビビビビビビビビビビビビビビビビビビ……バシッ！

　だんだんやかましくなっていく目覚ましを止め、軽く瞬きをして意識を覚醒させる。
　窓の外には紺碧の空が広がっていて、空に輝く太陽はまるで『今日も暑くするぞ、ごらぁっ！』と主張しているかのようだ。

　ふぅ、まさに夏……ん？

　空には雲ひとつない。なのに、なぜか外から入ってくる光が急に翳ったのだ。

　いったい、何が陽光を遮って―――
　そう思って、窓際に近づいたときだった。
「し～んちゃん、おっはよ～～～～～！」

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」
　それは降ってきた。上から。巨体が。窓の外に。

　……七の月、恐怖の大王が降ってくる―――って、古いわ！

「どう、しんちゃん。びっくりした？」

「―――――――」

「しんちゃん？」

「心臓止まるかと思ったわ、ボケええええええええええええええええええええええええ！！！」

「きゃはははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！！！」

　朝っぱらから怒鳴る俺と、バカみたいに笑う里美。凄まじく近所迷惑だ。

「お前な。なんで屋根の上から登場するんだよ！？」

「それはね……よっと」
　窓を開けると、里美は部屋の中にどすんと飛び降りる。ちなみにちゃんと靴を脱いでいる。

「それで、なんでうちの屋根にぶら下がってやがった」

「いやぁ、いつもと同じパターンじゃ、しんちゃんも飽きるでしょ。だから、たまにはこういう起こし方もいいんじゃないかなって」

「……へぇ、そのためにわざわざうちの屋根に上って、俺が起きたのを見計らってぶら下がったと？」
「うん♪」

「はあぁあぁぁあぁぁぁぁぁ～～～～」

　俺は、人生全てを投げ出したくなるような溜息をついた。同時に、里美の体重を支えられた我が家の屋根の耐久度に感心もしたが……

「どうしたの、溜息なんてついて？」

「誰のせいだよ。まったく……」

　ううっ、俺には普通に平凡な朝を過ごす権利もないのだろうか？

　いや、そんなことはない！
　人類皆平等！基本的人権の尊重だ！憲法十一条だ！

　……あれ、十二だっけ？

　と、とにかく、俺にだって人権は存在する！俺だけが朝からこんな思いをしているなんて不公平だ！

「よって里美。俺はお前に、もう二度と起こしに来ないことを要求する！」

「ヤダ」

「即答かよ！」
「そんなくだらないことは放っておいて、学校行こ！」

「くだらなくねぇ！！」

　俺の叫びは当然のごとく、里美に無視されるのであった。

「海に行きましょう！」

　ここは昼休みの教室。

　淳の飯塚さん特製の弁当のおかずを狙いつつ、いつものメンバーで飯食っているところで絆ちゃんがそんなことを宣言した。

「ほら、明後日から夏休みだろ。せっかくだから、みんなをうちの別荘に誘おうかと思ったんだ」
　俺たちが呆気に取られていると、淳がそう付け足した。

　なるほど。去年も行ったイベントを今年も行うというわけか。

　去年は、淳、絆ちゃん、飯塚さんたちの中に俺や里美が混ぜてもらったんだ。

　一応、保護者同伴だったが、それでもその二泊三日の旅行は羽目をはずして遊びまくったのを覚えている。
「淳の家って別荘なんて持ってるの」

「あ、うん」

「そうか、さくらは知らなかったっけ？淳の家がめちゃくちゃ金持ちなの」
「知らないわよ。そんなの」

「淳の親父さん、大病院の院長なんだよ」

「………………」

　さくらは、唖然として淳を見、しばし固まり、

「……いるところにはいるのね。こういう完璧な人」

「……まあな」

　さくらの呟きに同意する。あんまり考えると悲しくなるからこれ以上を考えないけど。

「それで、どうかな？」
「アタシはかまわないよ。面白そうだしね」

「お前。補習は？」

「何言ってるのよ。そんなのサボるに決まってるじゃない」

「あ、そう……」

　あまりにもはっきり言われ、反論する気もなくなった。

　まあ、さくらならそうするか。

「真はどうする？今年も来るよな？」

「ああ。行く行く」

「大貫さんは―――」

「あ、里美は来ないから」
「もう、しんちゃんったら冗談ばっかり」

　バシッ！
「ぐぇっ！？」

　里美のツッコミが俺のわき腹に突き刺さる。くそっ、今のタイミングならノリで流してくれると思ったのに……不覚！
「明奈は？」

「うん。今年もお願いします」

「ＯＫ。それじゃあ、みんな参加と……」

「あ、淳。姉さんも誘っていいか？」

「璃々さん？俺はいいけど、みんなはどう？」

「いいんじゃない？人数多いほうが楽しそうだし」

「私も、中根君のお姉さんにも会ってみたいし、いいよ」

「ムゥ……」

　さくらも飯塚さんも賛成してくれたけど、絆ちゃんだけは不機嫌そうに頬を膨らませている。まあ、彼女にしてみれば女が増えるのはあまり歓迎できないのだろう。

「絆ちゃん。ダメかな？」

「イジワルです、先輩。お義兄ちゃんがいいって言ってるのに、絆が反対するわけないじゃないですか」

　確かに、絆ちゃんが断れないことをわかってて聞いたのだ。ちょっぴり卑怯だったかもしれない。

「ごめんね」

　絆ちゃんに小さく謝りつつ、姉さんにメールを送信。

　去年、姉さんは旅行に行けなくて、帰ってきてから話したらものすごい羨ましがってたからな。

　今年こそは連れて行ってあげないと……

　♪♪～

　この時間なら、姉さんも昼休みなのだろう。メールはすぐに返ってきた。

『私も行きたいから、日にちを教えて』

「なあ、淳。姉さんが日時を教えてほしいって」
「え～と、他に何かはずせない予定がある人っている？」

　淳の言葉に、俺たち全員が首を振る。

「それなら、璃々さんに合わせればいいんじゃないかな」

「わかった。姉さんにはそう伝えておくから、決まり次第連絡するよ」

「うん。わかった」

　……それにしても、このメンバーで海か。

　さくらに絆ちゃん、飯塚さんに姉さん。あと人じゃないのが一匹。

　性格はともかく、顔は特上の女の子ばかり。男としては、かなり目の保養を期待できそうだ。

「真。顔がいやらしいわよ」

「う、うるせぇ！」

　そんなことを考えていたら、さくらに見破られた。

　くそっ、そんなに顔に出てたか。
「もう、しんちゃんったらそんなに私の水着が―――」
「それはない！」

「照れなくてもいいの。大丈夫。期待通りすっごいのを見せてあげるから」
　里美が笑顔で爆弾発言をのたまいやがった。

　そんなものを見てしまえば、吐き気だけじゃきっとすまない。失明は必至か！？

「やめろ！俺から光を奪うな、里美！」

「しんちゃん。天国を見せてあげるからね」

「いや、地獄だろ！」

「夏の海。開放的な気分の若い二人は……ぐふっ、ぐふふふふふっ」

「だあああああああああああああ！すでに話、聞いてね～～～～～～～！！」

　妄想する里美の横で、頭を抱えている俺。

　その一方で、淳は絆ちゃんに抱きつかれながら、

「お義兄ちゃん。絆の水着も期待しててね」
「あ、うん」

「今年の夏は、お義兄ちゃんといっぱい思い出を作るんだよ！」
「そうだね。たくさん楽しい思い出を作ろう」

　なんて、会話してやがる。
　俺の苦労も知らないで、思い出を作るだと！
　……って待てよ。思い出を作るって―――
「あ、そうだ」
「……？真、なにか悪巧みでも思いついたの？」

　俺の小さい呟きに、隣にいたさくらが気づきやがった。

「いや、なんでもない」
「なによ～、教えなさいよ」

「本当になんでもないって」

「うっそだ～。なんか絶対いやらしいこととか思いついたんでしょ。例えば、お風呂を覗く方法とか」

「んなわけあるかっ！」

　まったく、こいつの中の俺って、そんなイメージなのか？

　俺が何したって言うんだよ。

「ほらほら～、白状しなさいよね」

「……ハァ。わかったよ」

　これ以上変な疑いを掛けられるのも面倒だ。それに、こいつにも協力してもらったほうがいいことだしな。

　俺はさくらに顔を寄せて、

「巫凪も誘おうかなって思ったんだよ」

「巫凪……って、ああ、ミナのこと？」
「ああ。あいつ、幽霊だから一人でいることが多いみたいだしさ。なんか思い出を作ってやれないかと思って」
「へ～、あんたにしてはいいこと思いつくじゃない」

「そいつはどうも」

　さくらも賛成みたいだし、後で誘ってみようっと。

　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン

　そんな話をしているところに、昼休み終了のチャイムが響いたのだった。

　なんか、放課後になると自然に旧校舎に足が向かってるなぁ。

　片付けは終わったっていうのに、癖になっちまったか？

　まあ、いいか。巫凪は、教室まで来なかったし、多分ここにいるだろ。

　なんてことを、旧校舎の廊下を歩きながら考えて、やがて例の教室に到着する。

「巫凪～、いるか～？」

　俺はがらっと入り口のドアを開けながら呼びかける。しかし、
「………………」

　中から帰ってくるのは沈黙のみだ。

「巫凪～？」

　もう一度呼びかけながら教室に入るが、やはり返事はない。

　……う～ん、どっかに行ってるのか？

「お～い巫凪～」
「………………」

　やっぱりいな―――

「あっ、真哉さん！こっちにいたんですね」

「――――――！？」
　いきなり真上から声が聞こえてきた。見上げてみると、いつかのように巫凪の生首が天井から生えている。

　この状態の巫凪は、長い髪の毛が巫凪の穏やかな表情を隠しているせいでやたら怖い。

　だもんだから、思わず声を失ってしまった。

「真哉さん？」

「巫凪……その登場の仕方、ちょっと心臓に悪い」
「そうですか？」
「うん。とりあえず、降りてきなって」

「はい」

　巫凪が俺の目線まで降りてくる。こうなれば全然怖くない。

「それにしても、巫凪。どこかに行ってたのか？」

「真哉さんの教室に行ってたんです。そろそろ終わりかなって思って」

「あちゃ～、ってことは、入れ違いになってたのか」

「そうみたいですね」

　う～ん、昨日のうちに、どこで会うかを決めておくべきだったな。

「まあ、それはともかく、会えてよかったよ。今日はちょっと、誘いたいことがあるんだ」
「誘いたいことですか？」

「うん。俺の友達とかと一緒に、海に旅行に行くことになったんだよ。そこに巫凪もどうかなって？」
「海……ですか？」
　巫凪が、首を傾げて少し考え込む。

　考えたら、巫凪は海に行ったところで泳ぐことはできないんだ。ただ、俺たちが泳いだり遊んだりしているのを見ているだけって、退屈なことなのかもしれない。

「ダメ……かな？」

「あっ、そんなことありません。誘ってくれて嬉しいです。でも、あの、その……」

「ん？」

「あの……本当に私がついていってもいいんですか？」

「遠慮しなくていいよ。どうせ俺とさくらにしか見えないんだから、気にすることないって」

「だからです」

「え？」

「真哉さんとさくらさんだけが私を見ることができる。でも、そのせいでお二人が私に気を使うんじゃないか、お二人に迷惑をかけるんじゃないかって」

「……あのさ、巫凪」

　俺は軽く溜息をついて、巫凪にでこピンを喰らわせる。

　まあ、当然ながら通り抜けるんだけど、それはそれ。要は気持ちの問題だ。うん。

「真哉……さん？」

「俺が誘ってるんだから、別にいいんだよ。迷惑かけたってかまわない。というか、むしろかけろ！」

「ええっ？それは―――」

「俺もさくらも、巫凪がいたほうが楽しいと思うから誘ってるんだ。だから、そんな細かいことは気にしなくていいの。それとも、巫凪は一緒に来たくないのか？」

「……行きたいです。私も、真哉さんと一緒に」

「なら、決まりね」

「……はい」

　巫凪はこうやってちょっと強引に誘うくらいしないとダメだな。

「あ、あの、真哉さん」

「ん、まだ何かある？」

「その、真哉さんのお友達って、女性の方たちですか？」

「ああ面子ね。男も一人いるけど、あとは女の子だな。巫凪も知っているところで、さくらとか姉さんとか」

「さくらさんに、真哉さんのお姉さん……なんとかして、対抗しないと……」
　なにやら、巫凪はむむむむとか唸りながらなんか考えている。いったい、なんなんだろうか？

「あの、真哉さん！」

「な、なに？」
　いきなり巫凪が身を乗り出してくるので、思わず後退る。

「今日は用事ができてしまったので、これで失礼させてください」

「え、あ、うん」
「さくらさん、まだ教室にいるといいけど」

　なんか知らないけど、そう言って巫凪はすぐに消えてしまった。

「……なんだったんだ？」

　状況についていけてない俺であった。

　う～ん……今日の巫凪、いったいなんだったんだろう？
　寝る前のベッドの中で、いきなり様子がおかしくなった幽霊の友人の顔を思い浮かべる。

「……まっ、考えてもしょうがないか」

　明日は終業式で学校は午前中で終わりだし、午後は巫凪をどこかに誘ってみようかな。

　そうと決まれば、おやすみなさ～い。
七月二十日（水）

　ザアアァァ……
　朝起きたら雨だった。

　一学期の終わりだって言うのに、なんかすっきりしない天気だなぁ。まあ、天気に文句言ってもしょうがないんだけど。

　ああ～じめじめして気持ち悪っ。さっさと着替えるべ。
　そう思ってベッドから這い出し、寝汗を大量に吸った寝巻きを脱ぐ。
「ええと、Ｙシャツはと……」

「しんちゃん、おっはよ～！！」

　そこへ、勢いよく里美がドアを開けて入ってくる。当然、着替え途中の俺と鉢合わせ―――
「………………」

　セミヌードのまま俺は固まり、里美はドアを開けた姿勢で少し赤くなりながら、
「……う～ん、セクシー」

　なんてボソッと言いやがった。
「ぐふふっ、朝から、良いもん見れたわ」

「部屋に入るときはノックしろって、何回言わせるんだああああああああ！！」

　我に帰った俺の叫び声が、いつものように悲しく響くのだった。

　今日もまた、悲しくもむなしい一日の始まりだなぁ。

「―――以上で、終わります」
　校長の、長ったらしい特に身にもならない話が終わり、俺は小さく溜め息をついた。

　この終業式の校長の話って、いったい何の意味があるって言うんだ？
　全体の三分の二が十中八九、話を聞いてないだろうし……
　しかも、雨の体育館の中は蒸すから気持ち悪いことこの上ない。

　あぁ、早く終わってくれぇ～。

「続いて、生活指導の沢野先生」

「はい」

　司会の先生に呼ばれ、沢野先生が教壇の上に行く。

　そう。この人、なぜか生活指導の先生をやってたりするのだ。普通、あれって体育教師（男）がやるものじゃないのか？これって俺の偏見？

「あ～、明日から夏休みだって皆もわかっていると思う。部活にバイト、遊びまくるのも個人の自由だから、先生は勉強をやれとは言わない。ただ、一つだけ言いたいことは、問題起こすなよってこと」

　単刀直入だけれど、校長の長ったらしい無駄話よりずっとわかりやすい。皆も、校長のときと比べると、明らかに沢野先生の話を聞いている。

「もし、事故にあったりとか事件起こしたら、そのときは解―――おっと、これ以上はお楽しみにしておきましょうか」
　……解の後、何が続くんですか？めっちゃ気になるんですけど。

「なんなら、今騒いでいるやつを試しに解ぼ―――おっと」

『………………』

　体育館の一同、沈黙である。

　というか、解ぼって、解剖かよ！生きてる人間解剖したら犯罪じゃん！
「ま、そういうわけだから、みんな九月まで平和に暮らすこと。くれぐれも、車には気をつけなさいね」
　そんな小学生に対してのような言葉を言いながら、沢野先生は意味深な笑みを浮かべて教壇を降りていった。

　いつも思う。沢野先生が生活指導をやっている限り、不良だろうが番長だろうが怖くて問題起こせないよなって。

「これで、終業式を終わります。後ろから順に、退出してください」

　こうして、終業式は一応無事に終わったのだった。

　一学期最後のＨＲも終わり、俺は早速旧校舎に足を運ぶ。
「巫凪～」

　がらがらっと扉を開けて、教室内に入ると、ゆっくりと幽霊少女の姿が浮かび上がり、にっこりと笑いかけてくる。
「こんにちは、真哉さん。今日は早いんですね」

「ああ、今日で一学期が終わりだからね。今日は終業式だけだったんだよ」

「あ、もうそんな時期なんですか」

「そう、そんな時期なんだ」
「それじゃあ、夏休みですね」
「うん。それで、早速巫凪を誘ってどこかに行こうかなって思ったんだけど……」

　そう言いながら外を見る。
　外は相変わらずの雨で、どこかに出かけるのには適しているとは言えない。

「こんな天気じゃなぁ……」

　あ～あ、せっかくどっか連れてってやろうと思ったのに……って、ちょっと待てよ。巫凪は濡れることってないよな。ってことは、俺が濡れるのを我慢すれば、別に問題ないんじゃ……

「巫凪。どうする？巫凪さえよければ、どっか行く？」
「いいんですか？」
「うん、俺はかまわないよ」

「あ……それじゃあ、お願いします」

　遠慮がちながらも、しっかりと巫凪はそう言った。

　よし、それじゃあ、どこに行くか……

「巫凪はどこか行きたいところとかある？」

「行きたいところ……ですか？」
　巫凪はうんうん唸りながら、かわいらしく小首を傾げたりなんかしている。そして、それが終わると少し赤くなりながら、
「あの……映画とか、見に行きませんか？」

「映画？」

「はい。その……真哉さんと一緒に見たいなって思って」

「いいよ。それじゃ、行こうか」

「はい！」

　そういうわけで、俺たちは雨の中、映画を見に行くことにした。
「で、着いたわけだけど、何見たいの？」
　映画館の前まで来て、巫凪に問いかける。幸い、雨音に紛れるので、ぶつぶつ言っていても周りから変な目で見られることはない。
「お任せします」

「えっ、俺が決めるの？」

「はい。なんでも良いですよ」

　う～ん……なんでも良いって、何か見たい映画があったから誘ってくれたんじゃないんだろうか？

　まあ、俺が見たいやつで良いって言うなら……あ、授怨がある。

　授怨っていったら、あれだ。母子のお化けが出てきて襲いかかってくるっていうホラー映画だ。めちゃくちゃ怖いって絆ちゃん辺りが言ってたと思うんだけど、まだ見てないんだよね。
「巫凪。ホラーは大丈夫？」
　幽霊にこんなことを聞くの、なんかマヌケな気もするな。

「ホラー……ですか？」

「うん」

「その、怖かったりするやつですよね？」

「ダメなら、他のにしようか」

「あ、いえ、大丈夫です！」

「いいの？」
「はい。ホラー大好きですから！」

　……巫凪はあんなこと言ってるけど、明らかに顔色が悪い。一発でやせ我慢だってわかるんだけど……

「あのさ、巫凪。無理しなくていいんだよ。やっぱり他のに―――」

「だだだ大丈夫です！先に行ってますから、真哉さんも早く来てくださいね」

　巫凪は俺の静止も聞かず、そのまま映画館の中に入ってしまった。こうなってしまえば、行くしかないわけだが……

「本当にいいのかなぁ？」

　青ざめた巫凪の顔を思い浮かべながら、俺はチケットを買うのだった。

　―――二時間後……

「ひっく……ひっく……」

「巫凪……俺が悪かったから、その、そろそろ泣き止んでくれないか？」

　今、映画館から出ているところなのだが、巫凪のやつが俺にしがみついたまま泣き止まないので非常に歩きづらい。

　しがみつかまれている感覚ないだろ、とか、巫凪の身体は透けて見えるからそこまで視界も困ってないだろ、とかいうツッコミはなしね。目の前で女の子が泣き続けている状態のまま歩いているんだから、気になってしょうがない。

「ううっ……怖かったよぉ……」

「ああ、怖かった怖かった」

　一応、俺はそう答える。映画を見ているときからずっとこんな調子だから、本当は映画の内容なんて覚えてないんだけど。

「真哉さぁあん」

「大丈夫大丈夫。俺がいるから、何も怖いことはないって」
「ううう……ぐすっ……」
「な？」
「……はいぃ」

　そう励ますと、ようやく泣き止んで顔を上げてくれた。まだ、鼻水をぐずっとやってはいるけどね。

　ハァ……何はともあれ、助かった。

「……ごめんなさい。みっともない姿を見せちゃって」

「いや、こっちこそ悪かったよ。せっかく映画を見に来たのに、巫凪、つまんなかっただろ？」

「そんなことは……」

「無理しなくて良いって。今度は来るときは、巫凪の見たいやつを見ような」
「……え？」

　なぜかそこで目を丸くする巫凪。

　あれ、俺、変なこと言ったか？

「今度」

「？」

「また、今度も私と一緒に見てくれるんですか？」

「うん。なんかまずかった？」

「いいえいいえ！そんなことありません！」

「そ、そう？なら、いいんだけど」

　首をぶんぶんぶんぶん横に振りまくる巫凪。あんなに降ったら、気持ち悪くなると思うんだけど……
「真哉さん。あの……楽しみにしてますね」

「ああ、うん。そうだね」
「あの、あの……今度は、明るいやつにしましょうね」

「プッ」

　巫凪があまりにも必死に言うので、つい吹き出してしまった。
「わ、笑わないでください！」

「ごめんごめん。巫凪が可愛いから、つい」
「か、かわっ！？そ、そんなこと言ってごまかさないでください！」

「だから悪かったって。次見るのは明るいやつね。うんうん」

「もうっ」
　頬を膨らませてむくれる巫凪。こういう仕草が可愛いと思うんだけどな。

「あ、真哉さん」

「ん？」

「昨日、海に行くっていうお話がありましたよね」

「ああ」
　淳のとこの別荘にみんなで行くっていうあれね。

「あれ、正確な日時は決まったんですか？」
「………………」

　そういえば、姉さん次第だった。

　俺が聞かなきゃいけないの、忘れてたよ。

「ごめん。今日帰ったら聞いてみるよ」

「わかりました。
　あっ、真哉さん。今日は、そろそろ」

「そう？じゃあ、今日はここで」

「はい」

「じゃあね」

　俺が手を振ると、巫凪はぺこりとお辞儀をして消えてしまった。

　さて、それじゃ、俺も帰って姉さんに聞かないとな。

「あ、姉さん」
　夕飯のから揚げを頬張りながら、思い出したように声をかける。

「どうしたの？なんか味付けおかしかった？」

「ああ、いや、うまいって。」

「そう、良かった。ご飯、たくさんおかわりしていいからね」

「うん。これなら、ご飯三倍は余裕……って、そうじゃなくて」

「？」

　いかんいかん。ご飯がうまいもんだから、ついつい話が横道に行きそうになってしまう。
　そんな俺を、姉さんは箸を止めて不思議そうに見ている。

「どうしたの、真哉？」

「前にさ、淳の別荘に行くって決まったでしょ。姉さんはいつがいいの？」

「ああ、その話。そうね……私ももうすぐ大学が終わるから、今月の終わりごろがいいな」
「今月の終わりね。わかった。淳にはそう言っておくよ」

「ごめんね。私に合わせてもらったりして」

「いいっていいって」

　俺はそれだけ言うと、食事を再開する。

　よ～し、忘れずに姉さんには聞けたから、あとは淳と相談して正確な日にちを決めて、巫凪に……あれ、そういえば―――
　俺はそこであることに気付いた。

　俺は明日から夏休みだ。

　すなわち、学校に行く理由がもうないわけで……
　巫凪にも、そのことは話したわけで……
「………………」
　まずい。明日から、巫凪に何時何処で会えるんだ！？

　ああ～、俺のバカ！なんで待ち合わせ場所を決めておかないんだよ！

「し、真哉。どうしたの、いきなり自分の頭なんて叩き出して？」

「………………」

　ううっ、自分を責めてもしょうがないか。とりあえず、明日は巫凪を探して、ちゃんとした待ち合わせ場所を決めよう。うん。
　そうと決まれば、今はとりあえず―――

「真哉？」

「おかわり」

　俺は、空になった茶碗を姉さんに差し出した。

　姉さんは、俺の顔と空の茶碗を交互に見ると、くすっと微笑って、

「はいはい。わかりましたよ。多めでいいの？」

「うん、ありがとう」

　姉さんから山盛りのご飯をもらうと、俺は再びがっつくのであった。

「あぁ、幸せだなぁ」
　うまいもん食って、風呂入って、ベッドでこうやって横になる。
　俺が感じられるささやかな幸せだ。

　これで隣のやかましい幼馴染さえいなければ、もっと幸せになれるんだろうけど。

　まあ、そこまで多くは望むまい。
　せめて、明日は里美に出会いませんように……

七月二十一日（木）

　外から気合の入った蝉の声が聞こえてくる。
　ああ、どうやら新たな一日が始まったらしい。しかし、俺はすでに夏休みに突入している！

　つまり、いつまで寝ていたところで誰にも迷惑などかからない！

　って言うわけで、二度寝開始～

「すぴ～」
　・
　・

　・

「ふあ～あ……」
　ベッドからむっくり起き上がり、大きく伸びをする。

　気分爽快。よく寝た～。

　枕もとの時計を見ると、十一時過ぎ。腹も減ったし、そろそろ起きようかな。
　この時間なら、朝飯兼昼飯でいいべ。
　あ～、そういえば……
　食事をしたあと、テレビのワイドショーを眺めながら考える。

　巫凪のやつ、今頃何してるのかなぁ。

　っていうか、何処にいるんだろ？

　待ち合わせしておけばよかったよなぁ……ん、でも、毎日会う約束してたわけでもないような……

「ちょっと、その辺、捜してみるか」

「……で、結局ここに来ちまうんだよな」
　巫凪を捜すと言っても当然ながら当てはない。
　それでぶらぶらと歩いているうちに、校門前に来てしまっていた。

　ここまで来たけど、どうすっかなぁ。入るにしても、俺、私服だし……
「――――！！」

「――――！！」

　なんて悩んでいたら、校舎の方から見覚えのある二人組みが歩いてくる。
　お互いに意味の理解できない奇声を上げていることから、いつものように喧嘩しているらしい。

　と、そこで二人と目が合った。……って、やばっ！

「真！？」

「しんちゃん！？」

　俺に気付いて走りよってくるさくらと里美。

　厄介なやつらに見つかった。
　よし、ここは逃げよう！
　真哉は逃げ出した！

「ヤッホー！」

「ぐえっ！？」

　しかし、まわりこまれてしまった！
　きびすを返した背中に跳び蹴りをかまされ、ついあるＲＰＧのことを思い出してしまう俺だった。
「真。私服で学校なんて来て、どうしたの？」
「お前らこそ、どうして夏休みなのに学校にいるんだよ？」

「どうしてって、沢野先生の補習があったからに決まってるでしょ」

「……あ」

　しまった……こいつらが補習だってこと、すっかり忘れてた！

　なんて俺は迂闊なんだぁー！！

　なんて頭を抱えたくなっていると、いきなりその腕をぶっとい手に掴まれた。恐る恐る顔を上げると里美が満面の笑みで、

「しんちゃん。私を迎えに来てくれたのね。里美、嬉しい！」

「ちが――」

「いいの、何も言わなくても。私はしんちゃんの気持ちは良くわかってるから」

「だから、人の話を―――」

「さあ、すぐにデートに行こう！レッツゴー！」

「は～な～せ～！！」
　なんていう俺の願いもむなしく、さくらの目の前で里美に誘拐される俺であった。

　結局、この日は里美に振り回され、巫凪には会うことができなかった。

　ああ、今日は厄日だったのぅ。
　俺が学校に行った時間が、ちょうど補習が終わった時間だったなんて運悪過ぎだよ。

　明日は、もうちょっと早く起きて学校に行こうっと。
　……まあ、巫凪が本当にあそこにいるかはわからないけど、他にあてがないのも確かだからね。

　というわけで、今日はもう寝るか。お休み～。
七月二十二日（金）

「うっし。この時間なら、ちょうど補習の真っ最中だろ」
　夏休みなのに、びしっと目覚ましをかけて起きた俺。

　まあ、それでも普通に学校行く時間より一時間くらい遅いけど、それはそれだ。休日にこの時間に起きるなんて珍しいんだから、早起きってことにしておいてくれ。

　姉さんは、大学でテストらしくて、今はいない。だから、俺はしっかりと戸締りをして家を出た。
　今日こそは、巫凪に会わないとな。うん。
　学校まで到着した俺は、念のために辺りを見回した。

　グラウンドではサッカー部が練習していたりするが、それ以外は見知った顔は特に見えない。

　よしっ。さくらも里美もいないな。
　それだけ確認できれば十分。俺は、グラウンドの脇をすり抜け、旧校舎のある学校の裏手へと回る。
　そして、空いている昇降口から中に入ると例の教室へと向かった。

　さて、いればいいんだけど……

「巫凪～。いるか～？」

　そう言いながら教室に入っても、返ってくるのは静寂のみ。

　どうやらハズレらしい。

「参ったなぁ。じゃあいったい、どこに行けば会えるんだろ？」

　完全に心当たりがなくなってしまった。
「……しょうがない、帰るか」

　いつまでもここにいても仕方ない。
　俺は、もう一度だけ教室を見回して巫凪がいないのを確認して外に出た。

「どうすっかなぁ」

　校門のところで思わず天を仰ぐ。

　空は雲一つなく、太陽はバカみたいに熱線と紫外線を打ち出している。

　と、そこで、視界の隅に空から落ちてくる何かが映った。

　あれ？と思い、そっちを見ると、地面を滑るようにしてこっちに飛んでくるのは―――
「って、巫凪！？」

「こんにちは。真哉さん」
　巫凪は、俺の目の前で慣性を完全に無視した急ブレーキをかけて止まると、にっこりと笑って挨拶してきた。

「どうしたんですか、学校に来たりして？真哉さんは確か、夏休みって言ってませんでしたっけ？」

「あ、ああ。夏休みだけど」

「ええと、それじゃあ、部活か何かですか？」

「違う違う！俺は、巫凪を探してたんだよ」

「私を……ですか？」

「そうそう」

　俺が頷くと、巫凪はちょっと照れ笑いなんかして、

「な、何かご用ですか？もしかして、その……どこか誘って……」

「うん」

「ええっ！？」

　なぜか顔を真っ赤にしながら言いどもる巫凪。おかげで、「な、何かご用ですか？」までしか聞こえなかったけど、一応頷いておいた。用はあるしね。
　なぜか、驚かれてるけど……

「あ、あの、本当にですか？」

「本当だって。そのために昨日から捜してたんだから」

「き、昨日から、私のことを……」

　……なんでそこで顔を赤らめる？もしかして変な勘違いされてるとか？

　これは、さっさと用件を言った方が良さそうだ。

「俺の用って言うのはさ、海に行く日が決まったから、巫凪に伝えておこうと思ってね」

「え、ああ、それならさくらさんに聞きました。一週間後の二十九日から二泊三日だよって」
「あれ、さくらに会ったの？」
「はい、昨日」

　当然ながら、さくらにはこの日程のことはメールで伝えてあるから、さくらが巫凪に伝えていても、なんら不思議はない。

　ハァ……じゃあ、わざわざ巫凪を捜して伝えることもなかったのか。これじゃあ、昨日里美に捕まった俺の苦労が水の泡だよ。

「あの……真哉さん？」
「え、ああ。何？」

「真哉さんの用って、それだけですか？あの、なんか、私を、その……」

「それだけだけど？」
「……そうですか」

　さっきとは一転、妙にしょんぼりする巫凪。

　……待て待て待て！俺、なんかまずいこと言ったか？

「……ううっ」

　いよいよ泣きそうになっている巫凪。

「わっ、ちょっ、み、巫凪！そういえば、巫凪に言わなくちゃならないことがあったような……」

　ほら、なんかあるだろ。巫凪に言わなくちゃいけないこと！

　なんでもいいから思い出せ！というか、むしろ作り出せ！

「あっ、そうだ、巫凪！どこに行ったらお前に会えるんだ？」

「……はい？」

　巫凪は俺が搾り出した疑問に首を傾げる。いや、まあ、確かに俺の聞き方がおかしいけど。
「だから、ほらさ。今日みたいに用事があるときには、どこに行けば巫凪に会えるのかなって」

「え、えっと、そうですね。う～ん……決まった場所みたいなのはないです。ぶらぶらしてますから」

「そっかぁ。う～ん……なんか巫凪と連絡取れる方法ないかなぁ」
　巫凪は、当然ながら携帯は持ってないし使えない。
　俺も現代っ子か……携帯を持ってない相手との連絡方法の一つも浮かばないとは。

「あの、真哉さん」

　俺が、途方に暮れていると、巫凪がおずおずと声をかけてくる。

「ん？」

「私が真哉さんの家にお邪魔したら、ダメですか？」
「家にって、いつ？」

「いつって言うか、その、連絡する方法がないなら会うしかないわけで、それなら、私が真哉さんに会いに行けばいいかなぁってそう思ったんですけど」
「えっと、それだと巫凪、定期的に家に来ないといけなくならないか？」
「はい。あっ、もちろん真哉さんが迷惑じゃなかったらですけど」
　巫凪が家にか……
　まあ、記憶探しも手伝う約束はしているんだし、別にいいか。

「わかった。それじゃあ、何時ぐらいに来る？」

「真哉さんは何時が良いですか？」

「俺に合わせてくれるの？」

「はい」

　わざわざ家にまで来てもらって、おまけに俺の時間帯に合わせてくれるなんて、なんか悪い気もするけどな。
「それなら、朝は多分寝てるから、昼過ぎくらいが良いかな」

「昼過ぎですね。わかりました」

　ふぅ。これで本当に巫凪に話しておかなきゃならないことはないよな。
　時間的には、昼前……って、もう補習終わる時間じゃん！？

　何気なく向けた校舎の時計。それには、補習が終わるまで数分というところを指しており、昨日の悪夢を思い出させる。

　こ、このままでは、今日も里美に連行されてしまう！

「み、巫凪。悪いけど、俺はそろそろ行くよ」
「そうですか……」

「今度巫凪が家に来たときには、どっか行こうな」
「あ、はいっ！」

　俺がそう言うと、巫凪の声の調子が、パァッと明るくなったような気がした。

　なんだかわからないけど、良かった良かった。

　さて、俺はさっさと退散することに―――って、げっ！？

「し～んちゃ～～～～～～～～ん！！！」

　ドドドドドド……という地響きとともに、恐怖が昇降口から走ってくる。

　いかん、遅かったか！

　いや、まだきっと間に合う！間に合わせて見せるさ！

「巫凪！それじゃあ、またな！」

「は、はい」

　巫凪に背を向け、全力疾走を開始。

「待ってぇ～～～～～～～～！」

　しかしながら、当然追ってくる魔王―――もとい、里美。
　俺は今、魔王に追われてお父さんに助けを求める坊やの気持ちを体感している！

「俺は風になる！」

「うふふふふ。今日も待ってくれてるなんて、里美感激～」

　……数十分後、努力むなしく、ある不幸な男子高校生の悲鳴が、この街に木霊するのだった。

　今日はハードだった。

　里美に追い掛け回されて、何ｋｍ走ったかわからん。

　もし体育の持久走であのタイムを出したら成績５がつくね、絶対。

　ハァ……思い出したら、余計疲れてきた。はよ、寝よ。
七月二十三日（土）

　目を覚ますと、聞こえてくるのは蝉の声。

　一週間しか生きられないとはいえ、もう少し控えめに生きてもいいんじゃないかと提案したくなるようなやかましさだ。

「生き急ぐなよ。お前ら」

　……寝ぼけているのかもしれない。

　何をいきなり言い出してるんだよ、俺は。

「……顔でも洗ってくるか」

　そんなわけで、夏休み三日目が始まった。

　朝食兼昼飯を食べ終わって、自室でゲームなどをやりながらまったりしているときだった。
「……お邪魔します」

　そう言いながら、窓から首だけ部屋に入っているのは―――
「巫凪。入るなら、全身入れって」

「あ、真哉さん。こんにちは」

「おっす」
　俺の姿を見つけて、にっこりと挨拶してくる巫凪に、片手を挙げてこちらも応える。
「ゲーム中でしたか」

「ちょっと待っててな。すぐ止めるから」

　ささっとセーブして、電源を落として巫凪と向き直る。

「早速来たんだ？」

「はい。来ちゃいました」

「それじゃ、どっか行こうか」

「はい」

　というわけで、姉さんに家を空ける旨を伝えると、俺と巫凪は連れたって外に出た。
　……でも、外に出ても当てがあるわけもなく、こうして一緒に歩いているだけなんだけど。

「フフッ」

　まあ、あれだ。巫凪はただの散歩でも楽しいみたいだし、こういう時間の使い方も、たまには良いかななんて風にも思えてくる。

　何にもない住宅街を並んで歩き、商店街に出てはお店を冷やかしたりして過ごす。

　それだけのことなのに、それを妙に楽しんでいる自分がいる。

「真哉さん。あの木、すごく緑が綺麗ですよね」

「真哉さん。あれ、可愛いと思いません？」

「真哉さん。あの服、着てみたらどうですか？きっと似合いますよ」

　それは、巫凪が、何かあると俺に笑いかけてくれるから。

　なんかわからないけど、巫凪が笑ってくれると、こっちまで楽しくなるんだ。
「……あの、真哉さん。そんな風にじっと見ないで下さいよ」

「え、ああ、ごめん！」

　そんなことを考えていたら、巫凪の顔を凝視していたらしい。

　慌てて謝って目線を逸らす。

　……何やってんだ、俺？

　これじゃあ、まるで―――
「俺が巫凪のこと、意識しているみたいじゃないか。

　でも、俺は人間、巫凪は幽霊。これは決して実らない恋……
　ああ、叶わぬ恋なら、この気持ちに気付かなければ良かったのに」

　……なんて、セリフをのたまったのは、当然ながら俺ではない。
　聞き覚えのある声に、うんざりしながら振り返ると、予想通りそいつは満面の笑顔で、

「でも、俺はこの気持ちに気付いてしまった。気付いた以上、俺は巫凪と同じ存在になるためには自殺してでも―――」

「するかっ！！」

　なにやらセリフが物騒な方向に行き始めたので、思いっきり突っ込んだ。

　すると、そいつ―――さくらは、なぜか残念そうな顔をして、

「しないの？」

「当たり前だ！」

　こいつは、俺に自殺してほしいのか？
　素晴らしい笑顔で頷かれそうで怖いから、そんなことは聞かないが。

「さくらさん」

「ヤッホー、ミナ。真とのデートは楽しんでる？」

「デートって、そんな……」
「あはは。赤くなっちゃって……そういえば、血も通ってないはずなのに、なんで赤く―――？」

「そんなことはどうでもいいから。それより、お前はどうしてこんなところにいるんだよ？」
　無意味なことを考え始めそうなさくらに、そう問いかける。

「どうしてって、適当に商店街をぶらついていた帰りだけど」

　言われて見れば、今いる場所はさくらの家方向の住宅街だ。ってことは、こいつと出会うことになんら不思議なことはない。
「ところで、あんたたちこそ何やってるのよ？もしかして、本当にデート？」

「別にそんなんじゃないって」
「はいはい。まあ、そういうことにしておいたげる」

　なんか言い方が気になるんだが……まあ、突っ込んでもしょうがないし、よしとするか。

「まあ、これ以上邪魔して馬に蹴られたくもないから、アタシはそろそろ行くわね」
「おう。じゃあな」
　これ以上変なことを言われるのも嫌だし、帰ってくれるというなら引き止める理由もない。というか、ちょっぴりありがたいなんて思っている俺は、実は薄情なやつだったりするのだろうか？
「それじゃあ、デート頑張ってね～」
「だから、違うって！」

　そんな風に軽口を叩き合いながら、さくらは交差点を渡ろうとし―――

「さくらさん、危ない！」

「え？」
　巫凪がいきなり叫んだことで、さくらだけでなく俺までもが固まった。

　そして、次の瞬間―――

　ブオオオオオオオオンッ！

　けたたましいモーター音と共に、さくらの目の前をスポーツカーが通り過ぎていく。タイミング的に言って、巫凪が止めなければ、さくらは轢かれていたかもしれない。

「あ…え……？」

　さくらは、自分に何が起きたのかを理解したのか、いきなりぺたっと地面に座り込んだ。

「び、びっくりした…」

「おい。大丈夫か、さくら？」
「な、なんとか…」

　声をかけると、さくらは思い出したように立ち上がって服についた埃を払う仕草をする。

「ありがとう。ミナ。ミナが声をかけてくれなかったら、やばかったかも」

「いえ…」

「それにしても、よく車が来ていることがわかったな。俺、全然気づかなかった」

　道を渡るときは、左右の確認をしっかりという子どものときに言われたことが、どれだけ大事かわかる一瞬だった。

「交差点……車……」

「巫凪？」

「……ちゃんが、飛び出て……」
「巫凪！」

「え、あ、真哉さん」
　巫凪の目はどこか虚ろで、なんだか、今にも壊れてしまいそうな印象を受ける。

「どうしたんだ？」

「なんでもないです。ただ、前にもこんなことがあったような気がして…」

「前にもって、まさか生きてたころの？」

「わからないです」

　俺が聞くと、巫凪は首を振る。

「何か……何かが浮かんできそうな気がするんです。

　あのとき――ちゃんが……それで、私……私は……ううっ！？」

　突然、巫凪が頭を抑えてしゃがみこんだ。

「おい、巫凪！」

「ちょっと、ミナ。大丈夫？」

「大…丈夫です。少し、頭が痛くなっただけですから」

　全然大丈夫そうには見えないんだけど。

「真哉さん。今日は、このあたりで失礼させてもらって良いですか？」

「あ、ああ」

「ありがとうございます。それじゃあ」

　無理していることが丸わかりな笑みを浮かべる巫凪を、俺は止めることができなかった。
「……ねえ、真。ミナ、いったいどうしたの？」

「さあ、わからない」

　巫凪が消えた後、そう聞いてきたさくらに、それ以外の答えを持ち合わせていなかった。

　今日の巫凪。いったいどうしたんだ？
　事故りそうそうになったさくらを助けた巫凪。それが前にもあったってことは、巫凪はもしかして、交通事故で？
　……巫凪のやつ、苦しそうにしてたな。大丈夫だと良いんだけど。

七月二十五日（月）

「ふぁ～あ…」
　俺は、大あくびをしつつベッドから抜け出した。

　考え事をしていたら、この二日間ろくに眠れなかった。

　考えることといったらもちろん、巫凪のことだ。

　一昨日の巫凪の異変。
　あれがあって、初めて巫凪のことを真剣に考えた気がする。

　いや、今までは真剣じゃなかったって訳じゃないんだ。ただ、あんな苦しそうな巫凪を見るのは初めてだったから。
　力になってあげたい。
　今までみたいな思い付きでの言葉じゃない。ちゃんと考えて、本気でそう思ったんだ。
　昨日は、巫凪は来なかった。今日は来てくれると良いんだけど……
　呆っと待つこと数時間。昼過ぎになって、彼女が現れた。
「巫凪」

「こんにちは、真哉さん。お邪魔させてもらっちゃいました」

「ああ。いらっしゃい」

「今日はどうしますか？」
「そうだなぁ…」

　巫凪は、あれから何かを思い出したのだろうか？
　それは、俺が聞いていいことなのだろうか？
　読心術なんて使えるわけもなく、巫凪の表情からは、何もうかがい知ることはできない。

「真哉さん、考え事ですか？」

「え、あ……あのさ、巫凪」

　迷った挙句、俺は聞いてみることにした、
「記憶……なんか思い出したか？」

「……いいえ」

　俺がそう聞くと、巫凪は小さく首を振る。

「一昨日から、何度か挑戦しているんですけど、思い出そうとすると頭が痛くなって―――

　だから、ごめんなさい。何も思い出せていないんです」
「謝るなよ。巫凪は何も悪くないんだからさ。
　むしろ謝るのはこっちの方だ。ごめん、変なこと聞いたな」

「いえ……」

　あ～くそっ！

　何が力になってあげたいだよ。こんな顔させて、逆じゃないか、逆。
　俺が巫凪にできること。してあげられること。

　わかってる。そんなこと、一つしかないってことは。

　やり方がわからないとか、そんなのどうでも良い。俺が巫凪にあげられるのは、これしか思いつかないんだから。

「巫凪。絶対、お前の記憶を戻してやる！」

　再びこの言葉を口にする。ちゃんとした、決意を込めて。
「記憶を取り戻したいっていう巫凪の願い、俺が叶えてやる。絶対、絶対だ！」
「……真哉さん。どうして、そこまで？」
「それは」

「それは？」

　どうして、か……

　自分でも、どうしてかは良くわからない。

　ただ巫凪の力になりたい。そうどうしようもなく思うだけだ。

「理由なんてない。友達を助けたいと思うのに、理由なんて要らないだろ」
「友達……だから」

「そうだよ。

　それでも理由がいるっていうなら、片付けのときに俺のことを助けてくれたから、そのお返しってことでいいじゃないか」
　理由なんて要らない。この気持ちがあれば、それで良いだろ？
「巫凪。俺はお前の力になりたい。それじゃ、ダメなのか？」
「どうして、そんなに優しくするんですか？」
「え？」
　巫凪の顔は歪んでいた。まるで、何かを耐えているような、そんな表情。
「これ以上はつらくなるだけなのに。どうしてそんなに優しくするんですか！」

「巫凪、なんで、そんな顔？」
　何がなんだかわからない。なぜか巫凪は、涙声にも近いものをあげながら、俺へと迫ってくる。
「真哉さんがいけないんです。幽霊の私に、そんなこと言うから！だから―――」
　唐突―――だった。
　巫凪の顔が、俺の直ぐ目の前にある。

「！？」
　感触なんて何もない。けれど、間違いなく、俺と巫凪の唇は触れ合っている。

　それが、どれだけ続いただろう。しばらくして、ようやく巫凪が離れていく。
「み……なぎ？」
「……友達じゃ、もう嫌なんです」

「………………」
　何も言えない。というか、何が起こったのか未だに良くわかっていない。
「ごめんなさい。こんなことされても、困るだけですよね？
　今日の私、おかしいんです。だから、今のは忘れてください」
「いや、その忘れろって―――」

「忘れてください」

　有無を言わさない口調。そのせいで、俺はそれ以上、この話題に触れることはできなかった。
「今日は、もう失礼します。次に会うときは、いつも通りにしてくださいね」

　巫凪は、それだけ言うとあっという間に消えてしまった。

　だから、引き止める間なんてどこにもなくて―――

　いや、間があったとしても、なんて声をかければ良いかはわかんないんだけど……
「巫凪……」
　俺は力なくその場に座り込んだ。

　キス……されたんだよな。
　自分の唇に手を当てても、感触なんてない。

　でも、そんなことは関係ないんだ。俺と巫凪が、唇を交わしたっていうのは事実なんだから。
「なんで、いきなり……？」

　そんなこと、考えなくてもわかっている。

　だって、あいつは言ったじゃないか。
「……友達じゃ、もう嫌なんです」

　その言葉が意味することは一つしかない。

　巫凪は、俺のことを……
「バカだな、俺も」

　本当は巫凪の気持ち、とっくに気付いていただろ。
　気付いていて、考えないようにしていた。違うか、俺？
　自問自答の答えは、多分―――ＹＥＳ。
　振り返ってみると、巫凪ってかなりわかり易いし。

　じゃあ、どうしてそんなことをしたんだ？

　決まっている。俺が生きている人間で、巫凪は幽霊だからだ。
　俺と巫凪の間には、決して埋まらない溝がある。

　だから、俺は巫凪の気持ちに気付かないふりをしていた。巫凪の想いを、受け入れることはできないから。

　今のまま友達でいられるなら、俺はそれで良いと思っていたんだ。

　巫凪も、そう思っていたのだろう。だからこそ、別れ際に、次に会うときはいつも通りにしてくれとお願いしてきた。
　でも、さっきのは、抑えられなくなったってことなのか。
　俺は、そんなに想われていたんだなんて。

「……どうする、俺？」
　俺は、ぼやきながら天を仰ぐ。

　もう巫凪の想いに気付かないふりなんてできない。

　巫凪は忘れてくれって言ってたけど、忘れられるわけがない。

　受け入れるか。拒絶するか。それとも―――
七月二十六日（火）
「真哉、すごいクマができてるけど、夜更かしのしすぎじゃないの？」

　朝起きて下に降りると、先に起きていた姉さんに朝の挨拶もなしにそう言われた。

「いや、その……なんというか、悪夢を見ちゃってさ」

　本当は違うけれど、俺はそう言ってごまかした。

「悪夢？」

「棘つきハンマーを持った金髪の姉ちゃんにどつき倒される夢を見ちゃって」
「………………」

　うわっ、姉さん無反応。流石に、ネタが狭すぎたか？

「えっと……最近眠れないんだよ」

「考え事でもあるの？」

「……うん」

　心配そうに聞いてくる姉さんに俺は頷いた。

　一昨日、一昨昨日は巫凪の記憶について悩み、昨日は巫凪の想いについて考え続け、結局この三日間まともに眠れていないのだ。
「真哉。悩み事なら、相談に乗るよ」

「う～ん」

　姉さんに相談か。

　確かに、俺よりはずっと恋愛経験は豊富だろうけど、いくらなんでも幽霊とそういう関係になったことはないだろう。

　でも、このまま一人で悩んでいても、しょうがないことは確かだし……

「姉さん。もしも、もしもさ」

「うん」

「生きる世界が違う人に、告白されたらどうする？」

「え？」

　俺の言葉に、姉さんは目を丸くした。

　というか、弟がいきなりこんなことを言い出したら、驚いて当たり前かもしれない。

「生きる世界って……？」

「なんていうかさ、その、普通なら絶対に結ばれないっていうか、なんというか」

「――――――」

「ハハハ、ごめん。なんか自分でも何言ってるかわかんなくなっちまった。忘れてよ」

「……真哉」

　そこで会話を区切ろうとしたところで、姉さんが声をかけてくる。

「真哉は、その相手のことをどう想っているの？」

「え、あ、もしもの話だから別に―――」

「相談したんだから、ちゃんと答えて」

　姉さんの真剣な口調。俺は、それに呑まれてしまい―――

「……正直、よくわからないんだ」

　俺は、そう吐露していた。

「わからない？」
「うん。良い子だとは思う。好きか嫌いかで訊かれたら、絶対好きになると思う。でも、それが恋愛感情かっていうと、まだ良くわからないんだ」
「そう」

「どうすれば良いかわからないんだ。俺も彼女も、今の関係を壊したくなくて、でも、俺は気持ちを知ってしまって」
「真哉。あなたの気持ち、その子に伝えた？」

「だから、わかんないんだって」
「そうじゃないわ」

「え？」

「あなたも、答えを直ぐに出そうとしなくても良いんじゃないかな。わからないなら、そのことを伝えて、気持ちがはっきりするまで待ってもらったら？」
「………………」

「焦らなくて良いの。焦って答えを求めても、きっと本当の答えは見つからない。あなたが後悔しないように、ゆっくりでも良いから真剣に考えたら？」

　焦らなくて良い……か。
　……うん、そうなのかもしれない。
　真剣に考えて、俺の答えを探そう。後悔しないように、巫凪に対する想いを。
「姉さん。ありがとう。なんかすっきりしたよ」

「そう。良かった。

　ふふっ、そっか。真哉も、そんなことを考える年になったのね」

　微笑を浮かべてそう言う姉さん。本当に、俺にはもったいないくらいできた姉さんだ。

「じゃあすっきりしたところで、俺は、寝るね」

「……え？」

「それじゃあ、お休み～」

「ちょっと、真哉！今起きたばっかり―――」

　姉さんの声を聞きながら、俺は自室に戻って眠れなかった三日分を取り戻すために寝ることを決めたのだった。
七月二十七日（水）

「ん～～～～～！！」
　ベッドの上で大きく伸びをして、意識を覚醒させる。

　おおうっ！？今、背骨がゴキっていった。

　流石に寝すぎたか？昨日、姉さんに巫凪のことを相談したおかげでぐっすり眠れたからなぁ。ざっと二十四時間ほど。

　う～みゅ、新記録更新してるなぁ……まっ、いっか。

　それはともかく、腹減ったよ。さっさと起きて、なんか食べよっと。
　朝食の残りを温めた昼食を食べ終わり、呆っとソファーにもたれかかる。
　う～ん……このままじゃ、また寝むれそうだ。

　ウマイもの食べた後は、眠くなるのは本能だしな。いや、だからってまた寝ないけど。

　今日は巫凪が来るかもしれないしね。
　巫凪には、言わなきゃいけないことがあるんだから、寝てなんていられない。

　……早く、来ないかな、巫凪のやつ。
　そんな風に窓から高い空を見上げる。今日も良い天気らしく、穏やかな風が雲を運んでいるのが見て取れた。
　♪♪～
「って、おわっ！？」

　なんてまったりしていたら、いきなり携帯が鳴って現実に引き戻される。

「メール……淳か。なになに」

『今日、良かったら家に来ないか？』

　短いけれど、目的がはっきりしたメール。

　普段の俺なら、暇だし、二つ返事でＯＫするところだ。けど、今日は……

『悪い。今日は先約が入ってるんだ。また今度誘ってくれよ』
『そっか。それじゃあ、しょうがないな。また今度』

「携帯電話……お友達ですか？」

　淳のそのメールを確認して、携帯を閉じたところで頭上から声がした。
　見上げると、俺の携帯を覗き込むようにしていた巫凪の顔が直ぐ近くにあり―――

「うわっ！？」

「きゃっ！？」

　お互いの距離を確認した瞬間、二人同時に素っ頓狂な声を上げてその場を飛び退いた。

　び、びびった……

　あんなに巫凪の顔が近くにあると、どうしてもこの間のことを思い出してしまう。

　この間の―――

　カァっと、自分でも顔が赤くなっていくのを感じた。

　巫凪の方も同じなのか、なぜか空中で正座をしながら顔を真っ赤にして押し黙っている。

「み、巫凪……えと、よ、よお」

　このまま黙っているわけにもいかず、俺は不自然にならないように声をかける。微妙に顔が引きつっていたりするのは突っ込まない約束だ。
「こ、こんにちは……」

「………………」

「………………」

　い、いかん。会話が止まってしまった。
　このままじゃ、非常に気まずいぞ。
「あ、あの、真哉さん」

　巫凪の方でもそう思ったのか、意を決したように声をかけてくる。

「さっきのは、お友達からですか？」

「さっきの……って、ああ。メールのことね」

　巫凪が指しているものがわからなくて一瞬考えるが、一番最初になんて声をかけられたかを思い出す。

「うん。淳から。今日遊ばないかってメールが来たんだ」
「あ……それじゃあ、これからお出かけですか？」

「ううん。今日は、巫凪が来ると思ったから断った」

「……え？」

　俺がそう返すと、巫凪は目を丸くして、

「どうして、ですか？真哉さんに用があるなら、私のことは気にしなくても良いのに」

「いや、今日は、俺が巫凪に用があったからさ」

「用ですか？」

「ああ。一昨日のこと―――」

「――――っ！？」

　巫凪は、一瞬驚いた表情を見せると、直ぐに笑顔を取り戻し、
「一昨日ですか。何かありましたっけ？」

　と、そう白を切った。
　ある意味、予想通りの反応。巫凪にしてみれば、一昨日のことはなかったことに済ませたい。そう思っているはずだから。

　でも、俺はなかったことになんてできない。だから俺は、できるだけ真剣な目で巫凪を見つめる。そして、

「一昨日のあれ。あれが巫凪の気持ちなんだよな？俺の自惚れなんかじゃなく、俺のこと、そう想ってくれているんだよな？」

「……真哉さん。ダメですよ、忘れてくださいって言ったじゃないですか」
「巫凪。お前が忘れたいって言うのなら、忘れれば良い。でも、俺は忘れることなんてできない」

「真哉さん……」

　巫凪が、悲しそうに目を伏せる。けれど、俺は構わずに話を続けた。
「巫凪。もう少し、時間をくれないか？」

「……え？」

　予想とは違う言葉だったのか、巫凪は首を傾げて訊き返してくる。

「真哉さん。時間って、何の……？」

「返事を待ってほしい」

「返事……？」

「まだ良くわからないんだ。巫凪に対する自分の気持ちが。優柔不断なのかもしれないけど、俺、真剣に考えたい。いい加減な気持ちのままじゃ、巫凪にも失礼だし、きっと後悔する。だから、だからさ……もう少しだけ、時間をくれないか？」

「真哉……さん。それじゃ、私のこと、考えてくれ―――」
　俺の言葉を受けた巫凪の目から大粒の涙がこぼれ―――って、ええ！？

「み、巫凪？お、おい。俺、今ひどいこと言っちまったか？やっぱ、この答えじゃダメか？うわ、その、あの、ごめん！」

　何がなんだかわからなくなって、俺は巫凪に深く頭を下げた。

　うぅ～、巫凪を傷つけた、傷つけた、傷つけた。

　凄まじい罪悪感に、頭を抱えて叫びたい衝動に駆られるが、そんなことをしてもどうしようもないのはわかりきっている。
「巫凪、本当ごめん！」

「……違うんです。私、嬉しいんです」

　そう言って、泣きながらも巫凪は笑顔を見せてくれた。

「ありがとうございます。その言葉だけで、私、私……

　私は幽霊で、真哉さんは普通の人。本当なら、私なんかが真哉さんのことを好きになっても、絶対に嫌われるだけだって……だから、あんなことしたら、もう真哉さんの傍にいられない。なかったことにしなくちゃって」
　巫凪が不安がっていたこと。でも、そんなことは杞憂なんだ。

「そんな必要なんてない。巫凪は、幽霊である前に一人の女の子だろ。だから、真剣に考えるよ」

「本当に、迷惑じゃないんですか？」

「迷惑だなんてとんでもない。それどころか、巫凪が俺を好きって言ってくれて、嬉しかったし」

　恥ずかしさを隠すように頭を掻きながら、俺はそう白状した。

　里美以外にされる告白。それも、こんな可愛い子に言われて、嬉しくないわけがないんだから。

「真哉さん……」

「だから、気にすんなって。迷惑なんかじゃないんだから」
「ありがとう、真哉さん。本当に、ありがとう」
　何度も何度も俺に頭を下げる巫凪。そんなことされる方が、俺としては困るんだけど…
「巫凪……その、考えた結果、断ることだってあるかもしれないんだぜ。だから、お礼なんていらないよ」

「そんなことありません。真哉さんは、私を普通の女の子として扱ってくれています。それが、とても嬉しいんです。だから、だからやっぱり、ありがとうですよ」
　本当に嬉しそうに笑う巫凪。
　参ってしまう。こんな笑顔を見たら、惚れてしまいそうだ。

「み、巫凪。それじゃあ、今日は天気も良いし、早速記憶探しに行こうぜ」

　そう思った俺は、慌てて話題を変えて立ち上がる。

　そんな俺を見た巫凪は、一瞬戸惑った後に再び笑顔を浮かべて、

「はい！」

　と、大きく返事をして着いてきた。
　その後、夕方まで俺は巫凪とゆっくりとした、それでいて楽しい時間を過ごしたのだった。
　今日という一日が終わり、ベッドにダイブして天井を見上げる。

　巫凪のこと、とりあえずこれで良かったんだよな。これから、真剣に考えていかなきゃいけないわけだけど……
　もう少し今の関係を続けて、その中で答えを探そう。うん。
　って、そういえば、さっき巫凪に言われて思い出したけど、明後日から淳の家の別荘行くんだよな。俺、何も準備してねぇや。明日、やんないと……
　そんなことを考えているうちに、俺の意識は闇の中へと落ちていった。

七月二十九日（金）

　青い空には小さな雲と黄金色の太陽。

　日の光を受け、波が反射し幾重にも光り輝く海。

　真っ白な砂浜で遊びまわる家族連れやカップルたち。

　淳のおじさん、おばさんが運転する車に乗って数時間。轟家の別荘に到着した俺たちは、早速この海へと繰り出していた。

「真～！空いている場所、見つけたぞ～！」
「お～う、今行く～！」
　こっちに向かって手を振る淳の姿を見つけ、そっちに歩き出す。俺の肩にはパラソルが担がれており、着替えに時間がかかるであろう女の子たちのために、先に着替え終わった男二人で場所取りをしておこうという魂胆だ。

「ここで良いよな？」

「ＯＫだろ」

　淳の見つけた場所に、パラソルを立てたりビニールシートを敷いたりする。

　いくら淳の家が金持ちだろうと、流石にプライベートビーチではないらしい。それでも夏真っ盛りのこの時期、普通ならばもっと砂浜は人で溢れまくっているはずなのに、あっさり場所が見つかるほどの人数しかいない。いわゆる、穴場というやつなのだろう。

「よし、準備はこれで良いよな」
「そうだな。後は、みんなが来るのを待つだけだ」

　さくら、飯塚さん、絆ちゃんに姉さん……果たして、どんな水着姿を見せてくれるのか。

　男の本能なので、つい想像してしまう。ああ、非常に待ち遠しい！

　あれ、そういえば、さっきから見ないけど、巫凪もさくらの方に行ったのか？ 
　どよっ！
　と、そこで、いきなり砂浜の一角が騒がしくなった。

　ついに来たか！あれだけの美女軍団。騒がしくならないわけがない。
　早速俺も、騒ぎの渦中の美女たちの水着姿を見ようとそちらに体を向け、

「しんちゃ～～～～～～～ん！！」

「って、おまえかああああああああああああああ！！」
　何人もの人たちをぶっ飛ばしながら砂浜を走ってくる異次元生命体を、すんでのところでかわす。

　あ、危ないところだった。

　里美のことを、完全に失念―――というか、考えないようにしていたせいで、こいつもまた、別の意味で騒ぎを起こすことを忘れていた。
「ううっ、しんちゃんが避けた」
「当たり前だ！」

　こいつの水着姿なんて見ていても、目の保養どころか毒にしかなりそうにない。俺は、こんなものを見に海に来ているのではないのだぞ！
「しんちゃん。今、ものすごく失礼なこと考えてなかった？」

「気のせいだ」

　里美の言葉にぴしゃりと言い放ち、里美が通ってきたことで分かれた人垣の先を見る。

　里美が来たんだから、他のみんなも、もう来るはず―――って！？

　ばふっ
「あいたっ！？」
　高速で飛来した何かが俺の顔面に直撃し、俺はひっくり返る。

　い、いったい何が？

「真～、あれぐらい受け止めなきゃ」

　そんな言葉とともに、俺の顔面で跳ね返ったものが体の上に落ちてきた。ビーチボールだ。

　こんなものを、あんな高速で投げられるやつといったら声の主である怪力女しかいない。

「さくら、てめ―――」

　さくらに文句を言おうと跳ね上がり、俺は見事に言葉を失った。

「……何よ？」

　そんな俺を怪訝そうに見つめるさくらの格好は、ビキニである。
　なんというか、反則的だ。特に胸とか胸とか胸が。

「お待たせ～、淳君。中根君」

「お義兄ちゃん♪」

　とそこへ、花柄のワンピース風の水着を纏った飯塚さんと、明らかに狙っているとしか思えないスクール水着を着た絆ちゃんがやってくる。

「あ、真哉。良い場所取れたみたいね」

　そしてさらに、大人の魅力ムンムンのビキニの姉さんまでやってきて―――

「神よ、感謝します」
　思わず、そう祈りたくなるほどの感動を噛み締める。
　あぁ、生きてて良かった。

　これで後方にいる異次元生命体さえいなければ文句はないのだが、そこまで望むのは欲張りというものだろう。
「ミナ、あの顔どう思う。にやけちゃっていやらし～よね」
　そんな俺を見てか、何もない中空に向かって同意を求めるさくら。って、ちょっと待て。

「ミナって、巫凪がそこにいるのか？」

「何言ってるのよ、ここに浮いているじゃない」

「いや、俺には見えないんだけど」

「……もしかして、ミナ。あんた、真に姿を見せてないの？」

「そうなのか、巫凪？」
　何もない、中空に向かって話しかける。なんかマヌケだが、この場合仕方ないよな。

「も～、なんで姿を見せないのよ？

　え、恥ずかしい？あのね～、いったい何のために特訓までしてそんな格好になったのよ」

　特訓？
　さくらだけの声では、二人の会話を想像することができない。いったい、どういうことなのか？

「ほら、ミナ。観念して姿を出しなさいよ。

　心配しなくても大丈夫。真なんて今のミナを見たら、一瞬で落ちるって」

「……わかりました」

　そこでようやく、巫凪の声が聞こえてきた。やっと姿を見せてくれるらしい。

　ゆっくりと浮かび上がる巫凪の姿。けれど、その服装はいつもと違い―――

「……水着？」

　そう。巫凪が着ているのは真っ白いワンピース風の水着。恥ずかしそうに頬を染めるのが初々しくて、妙に可愛らしい。
「真哉さん。あの、どうでしょうか？」

「え、あ、どうって？」

「気付きなさいよ、このバカ」

　さくらに思いっきり頭を引っ叩かれた。い、痛ひ……

「この状況で訊かれることといったら、一つしかないでしょうが！」

「……そうですね」
　更なる追撃のために腕を振りかぶるさくらが怖くて、とりあえずそう返す。
　というか、確かにさくらの言う通り、この状況で訊かれていることといったら一つしかないだろう。
　巫凪の水着姿で一瞬頭が真っ白になっていたせいで気付かなかったが、淳ほど鈍感ではないので、冷静に考えれば何を訊かれているかは流石にわかる。
　問いに答えるため、もう一度巫凪の姿を見る。

　白い水着と、それに負けるとも劣らないほど白い綺麗な肌が、恥ずかしさで耳まで赤く染まっている。

　……可愛いなぁ、おい。
「真哉さん。あの、そうやってじっと見られると、恥ずかしいんですけど」

「あ、悪い！」

　いかんいかん。一瞬理性が飛びかけてるじゃないか、俺。

「うん、その、すっごい似合ってるよ」

「本当、ですか？」
「ああ、もちろん」

「良かったぁ」

　巫凪は本当に嬉しそうな顔で胸をなでおろす。

　ああ、もう。そういう顔されると困るって。どうしても、どぎまぎしてしまう。
「良かったね、ミナ。特訓したかいがあったじゃない」

　そう言って巫凪の肩を叩く仕草をするさくらに疑問を覚える。
「なあ、特訓って何のことだ？」

「あ、それは……」

「巫凪ったらね。力が弱いからって普段の服以外は作れないんだって。それなのに、真に見せたいって必死になって水着を作るのを練習してたの。夕方、毎日のようにつき合わされたんだから」

「さ、さくらさん！」

　さくらの言葉に、真っ赤になって反応する巫凪。それはつまり、肯定の意を示す。
「み、巫凪……俺のために？」
「あの、その……はい」
「………………」

　なんと言うか、またまた照れてしまう。
「暑い暑い。ただでさえ暑いのに、この二人の周りはさらに異常ね」

「ばっ、さくら！」

「さくらさん！」
　手で自分を仰ぎながらそんなことを言い出すさくらに、俺と巫凪の声がはもった。

「あははっ。本当に仲が良いことで」

　この野郎。ニヤニヤニヤニヤ笑いやがって―――！

「さて、水着のお披露目会も終わったことだし」
　と、そこでいきなりさくらが俺の手を掴んだ。

　…………はい？

「泳ぐわよ、真！」

「な、ちょっ、待―――！」

「問答無用～～～！」
　凄まじい勢いで引っ張られ、抵抗すらさせてもらえずに運ばれる。

　待て待て待て！ひょっとしてこいつ、俺のこと知らないのか！？

「いやっほ～」

　そのまま海に向かって放り投げられ、ばっしゃ～んと音を立てて沈む。
「ブクブクブク……」

　さて、ここで俺の秘密を一つ明かそう。

　―――俺は、筋金入りの金槌である！

　海水は普通の水よりも体が浮かびやすかろうがなんだろうが、浮かばないものは浮かばない！

　しかも落下地点は結構深いところらしく、今現在沈み中。

　じたばた　じたばた

　暴れても、当然のごとく浮かずに無駄に体力を使うだけ。

　……やばい！本気で死ぬ！

　苦しい！助けて！ヘルプミープリーズ！

　ああ……意識が遠のいて―――
「――――――！？」

　意識を失う瞬間、慌てふためく巫凪の顔が見えた気がした。

　・

　・

　・

「――真――真哉さ――！」

　ああ、誰かが呼んでいるよう…

「真、真！」

「真哉！しっかり―――」

　みんなの声が…呼んでるのか、俺を……
「それでは、代表して私が人工呼吸を――」

「うがあああああああああああああああああ！」

　なんか野太い腕にむんずと頭を掴まれた瞬間、危険信号を感じた俺の本能が一気に意識を覚醒させた。

「……ちっ」

　予想通り、俺の横に座る悪魔が舌打ちを漏らす。

　ふぅ、危ないところだった。

　里美に人工呼吸なんてされたら、魂まで食われちまうからな。いや、本当マジで。

「真哉さん。大丈夫ですか？」

「真、大丈夫なのか？」

「ああ。なんとか」

　巫凪と淳に同時に返事をしつつ、軽く頭を振って意識をはっきりさせる。

　ああ、思い出した。俺、さくらに海に放り込まれて、そのまま溺れそうになったのか。

「あはは、ごめんね、真。まさか、あんたが泳げないなんてね」

「笑い事じゃないですよ！私が気付かなかったら、真哉さんは溺れていたかもしれないんですよ！」

「ご、ごめん、ミナ。そんなに怒らないでよ」

「……さくら先輩。誰と話してるんです？」

　巫凪に謝るさくらに、絆ちゃんが訊いた。そういえば、一般の人から見れば、さくらは何もないところに向かって話しているようにしか見えないんだった。

「え、あ、いや、その……」

「あ～、さくら。俺を溺れさせかけたんだから、ジュース一本奢れよ」

「う、うん、そうね。それぐらいなら、しょうがない。買ってくるわね」

　俺が話を逸らすと、さくらは軽くウインクをして走っていった。

「よっし、それじゃあ、なんかして遊ぼうぜ」

「本当にもう大丈夫なの、真哉？」

「大丈夫だって。姉さんも心配性だなぁ」

「なら、良いんだけど」

「巫凪、助けてくれてありがとうな。助かったよ」

「あ、はい…」

　未だ心配そうにこっちをみている巫凪に小さくそう言って、俺は荷物を置いてある場所に走り出した。

「淳。スイカあったよな。スイカ割りでもやろうぜ～！」

　ビニールシートの上にスイカを置き、バットを取り出し、さらには目隠しまで用意できたら、準備は完璧だ。

「それじゃあ、誰からやる？」

「私がやる～！」

　淳の問いに、真っ先に手を上げたのは里美だ。だけどそこに、妙な違和感を覚える。

　……あれ、こいつ、スイカ割りなんて好きだったっけ？

「じゃあ、大貫さんからね。はい」

「ありがとう、轟君」

　他に挙手する人間もおらず、自然、里美が一番手という流れになった。

　淳からバットと目隠しを受け取る里美。その顔には、満面の笑みが張り付いており―――
「……なんかやるな、ありゃあ」

　里美の笑顔―――付き合いの長い俺だからわかる。あれは絶対何か企んでいる顔だ。

　俺の危惧を無視して、里美は額にバットをつけてぐるぐると回り始める。

　１、２、３……８、９、１０

「じゃあ、いっくよ～！」

　里美がバットを構えて歩き出す。十回回った後だというのに、その足取りは妙にしっかりしている。たいした三半規管である。

「右～、右～！」

「左ですよ、大貫先輩！」

　さくらと絆ちゃんが、混乱させるために逆のことをはやし立てる。正確には、スイカの位置はそのまま直進であるから、二人とも良い性格をしている。

　そんな中、里美は、迷う様子もなく左に進んでいく。どうやら、絆ちゃんの言葉を信じたようだが―――
　なぜかそこでいきなりくるっと半回転。ギャラリーの俺たちに向かって体を向け、にぃっと口元を吊り上げた。

「死ねぇ、ゴリラァアアアアアアアアア！！」

「って、アタシかぁあああああああああ！！」

　目隠ししているというのに、寸分違わぬ狙いでさくらへと襲い掛かる里美。全体重を載せた最強の一撃が、さくらに振り下ろされる。このままでは、さくらの額はぱっくりと割れ、血とかどばどば出てしまうことになるかもしれない。

「っこんの！」

　しかし、そこはさくらだ。里美の一撃を、ぎりぎりで真剣白刃取り。あの一撃を受け止めきるという常人離れしたことをやってのけた。

「何のつもりかな、この豚は」

「ごめん遊ばせ。こっちにスイカがあると思ったから」

「あそこまで露骨にやっておいて、白を切る根性は流石としか言いようがないけど」

「何のことかしら、ゴリラの被害妄想にはついていけないわ」

「あ～ら、ごめんなさい。豚に人の常識を押し付けるこっちがいけないのね」

　……また始まった。

　海まで旅行に来て、何やっとるんだか。

　まあ、巻き込まれたら絶対死ぬし、あの二人は放っておくことにしよう、うん。

「流石です、先輩。いつでも敵を亡き者にする機会を窺っているなんて」

「……絆ちゃん。頼むから、あれを見習わないでよ」

　絆ちゃんの場合、本当にやりそうで怖いんだから。

「じゃあ、次は誰やる？」

「よし、俺がやるよ」

　俺が聞くと、淳がそうやって進み出た。

「淳君、頑張ってね」

「頑張れ～お義兄ちゃ～ん！」

　その瞬間から、完全に応援へと回る二人の女の子。

　あの二人が、淳に対して間違いを教えることなんてあるわけがないから、あの二人さえ信じていれば、淳は間違いなくスイカを割るだろう。つまり、俺の出番はなさそうだ。

　まあ、俺が絶対スイカを割らなきゃ気がすまないって言うわけでもないので、別にそれでも良いのだが。

　淳がぐるぐると回った後、スイカに向かって歩き出す。飯塚さんと絆ちゃんの声に導かれ、ふらつきながらもスイカの目の前まで行き、

「淳君～そこだよ！」

「やっちゃえ、お義兄ちゃん！」

　淳が振りかぶり、バットを大きく一歩踏み込んで振り下ろす！

　……って、あれ？

　淳の振り下ろしたバットは、踏み込んだ分だけスイカより先の砂浜を叩いていた。

　残念そうなため息を漏らす、二人の淳応援団。

「轟君、惜しかったわね。余分に踏み込まなければ、当たっていたのに」

「それなんですけど、おっかしいなぁ。誰かが、もう一歩前って言った気がしたんだけどなぁ」

　姉さんの言葉に不思議そうに首を傾げる淳。確かに、俺の周りでそんなことを言った人間は誰もいないのだが。

　と、そこへ、ふわっと巫凪が俺の隣に舞い降りて、

「てへっ、いたずらしちゃいました」

　なんて小さく舌を出しながら、いたずらに微笑んだ。

　なるほど。今のは巫凪のちょっとしたいたずらってわけか。まあ、こんないたずら、可愛いいもんだ。

「ナイス、巫凪。これで、俺の番が回ってくるぜ」

「はい。せっかくチャンスを作ったんです。良いところ見せてくださいね」

「任せろ」

　淳からバットと目隠しを受け取り、ぐるぐると回ること十回。

「よっしゃ、行くぜ……ととっ」

　気合を入れた途端に、目が回ってよろける俺。う～む、あんまりかっこ良くないなぁ。

　でも、三半規管が回復するまで待つなんていうことはつまらないので、こっちではという方向にとりあえず歩いてみる。

「真～、もっと左だぞ」

「真哉。どこ行くの～、そっちじゃなくて後ろだって」

「せんぱ～い。そこですよ、そこ。思いっきり叩いちゃってください！」

「しんちゃん。もっとこっち。そうすれば、私の愛の抱擁が」

「これはスイカ割りだっての。これだから豚は」

　てんでばらばらなことをしゃべるギャラリー。これじゃあ、全く参考にはなりそうにない。

　でも、まあ連中のことなど初めから期待していない。俺には最も頼りになる相棒、巫凪がいるのだから―――！

「巫凪。で、スイカはどっちだ？」

「もうちょっと右です。後二歩ぐらい」

　巫凪の指示通りに従い、歩を進め、そこだという場所までやってきた。

「真哉さん、今です！」

「おりゃあ！」

　気合一閃。バットを振り下ろすと、ぐしゃっという手応えが伝わってくる。

「やったか？」

　目隠しをはずしてみると、潰していたのは見知らぬおっさんの頭―――なんていう、怖いことにはなっておらず、ちゃんとスイカを粉砕していた。

「やりましたね、真哉さん」

「巫凪のおかげだって」

　俺たちは、ハイタッチをするふりをしながら笑いあったのだった。

　散々海で遊んで、轟家の別荘に戻った俺たちは、豪勢な夕食と入浴を済ませ、後は寝るだけ―――なんていうことには当然ならない。夜は長いのだ。こういうときに遊ばないでどうする！

　というわけで、アルコールの入ったジュースを飲みつつ、飲み会が開始された！

「真哉って、子どものときは本当に可愛かったのよねぇ。怖い映画を見た後とか、電気つけっぱなしじゃないと眠れなくて、最後には一緒に寝たいとか言って」

「そうですよねぇ。三人で一緒にお風呂に入ったときとか、しんちゃん、可愛かったなぁ」

「他にも、あ～んなこととか」

「うわぁ、真哉さんが！？」

「こ～んなこともありましたよねぇ」

「真哉さん……大胆……」

　泡たて麦茶片手に、俺の暴露話をしている姉さん＆里美。それを、興味津々に聞いている巫凪。

　正直、勘弁してください。

「お義兄ちゃん……絆、体が熱いの……」

　酔った勢いか、絆ちゃんが擦り寄って胸元のボタンをはずす。

　絆ちゃんの幼児体型とはいえ、必殺と言っても過言ではない威力の一撃だ。

　ただ問題なのは、擦り寄ってきている相手が俺ということ。

　淳と飯塚さんはすでにつぶれて向こうでダウン中。つまり、俺と淳を間違えてるのだ、この子は。

　……許して。ただでさえアルコールで理性の限界値が下がっているというのに、これでは俺の中の狼が……
「きゃはははははっ！真、飲んでる～？」
　ばしばしとそんな俺の背中を叩きながら、笑って俺の隣に腰を下ろすさくら。

　助かった。痛みで、理性が若干回復したぜ。

「ちゃんと飲まなきゃダメよ。きゃはははははっ！」

「飲んでるよ」

　こいつ、笑い上戸だったんだなとか思いつつ、持っているアルコール入りカルピスを口に含む。
「ダメ！そんなんじゃ量が足りない！」
「ふごっ？」

　いきなり缶を俺の口に押し込んでそのまま押し上げる。そんなことされたら、当然飲み続けるしかなく―――

「ぷはぁ」

　かなり残っていたそれを、一気に飲み干してしまった。

「お義兄ちゃん。素敵……」

　俺の飲みっぷりに何を感じたのか、さらに潤んだ瞳で見上げてくる絆ちゃん。

　だから、いい加減間違いに気付いてくれ！
「あっ、絆ったら、ずいぶん色っぽいじゃない。よ～し、アタシも脱ごっと」

「って、ちょっと待てぇえええええ！！」

　いきなり自らの服に手をかけるさくらを抑える。んなことされたら、本当に理性が焼き切れるっちゅうねん！

　あかん、俺も酔ってきてる。言葉にエセ方言が混じり出してるし。

「うぅ、さくら先輩、なら私だって！」
「だぁあああああ！よせ、絆ちゃん！」

　さくらに対抗して、絆ちゃんまで本格的に脱ごうとする。

「何しているんですか、三人とも？」
　そんな状況で、俺の暴露話を聞いていたはずの巫凪が現れて……

「いや、その、これは……違うんだ、巫凪。自分でも何が違うのかはわからないんだけど、とにかく違うんだ」
「………………」

「あの、巫凪さん？」

「……私も」

「え？」

「私も脱ぎます！」

「のわぁあああああ！？なんで飲めない巫凪までぇええええええ！？」

　こんな風に、にぎやかな夜は過ぎていくのだった。

七月三十日（土）

「うぅ……頭、いてぇ」

　なんとか布団から這い出したものの、完全に二日酔いだ。

　まあ、未だにダウンしている他の連中よりは、動けるだけマシって言えばマシなのだろうが……あうぅ。流石に飲みすぎたな。

　時計を見るとまだ朝の八時。こんな状況で、なぜこんな時間に目を覚ますのか、俺の体は。

　まあ起きてしまったものはしょうがない。二度寝もできそうになかったので、洗面所に行って顔を洗い、ついでに水を飲んで意識をはっきりさせる。

　鏡に映ったひどい顔も、これで多少は見苦しくなくなった。

　そのまま部屋に戻り、その惨状を再確認。

「う～む、ひどいな、こりゃ」
「そうねぇ。絆とか、相当無防備な格好してるしね」

「ああ、もろ生足が―――って、さくら！？」

　絆ちゃんのあられもない姿を見てつい頷いてしまったが、いつの間にこいつは起きて俺の横に現れやがった！？

　しかも、俺の発言に対し、いや～な笑みを浮かべてやがるし。

「真～、朝っぱらからエロいよ。いきなり、生足だなんて」

「ほっとけ」
　俺がそう答えると、からからと笑うさくら。あれだけ飲んだくせに、どうしてこいつはこんなに元気なんだよ？

「アタシ、二日酔いにならないタイプなの」

　俺の心を読んだのか、訊いてもいないのに的確に答えを返してきやがった。

　そんなに俺はわかりやすい顔をしているのか？

「うん、してるわ」

　読まれてる。やっぱり読まれてる。

「はいはい。頭抱えて苦悩してないで、散歩にでも行きましょ」

「さ、散歩？」

「そうよ」

　なんでいきなり散歩？なんか企んでないか？いや、絶対企んでるだろ！

「企んでなんかないって」

「だから、勝手に人の心を読むな！」

「わかりやすいんだからしょうがないじゃない」

「ほ、ほら、ここの片付けしないと」

「そんなの、みんなが起きてからで良いでしょ」
　さくらは業を煮やしたのか、そこまで言うと強引に俺の手を取って歩き出した。
「あ、おい！」
「話があるの」

　そう言いながら振り返ったさくらの顔には、にや～といやらしい笑みが浮かんでおり、
「って、お前、やっぱり何か企んでるだろ！」

「気のせい気のせい」

「は～な～せ～！」

　まあ、離してくれるわけがないんだけどね。

　なんか、悟ってきた自分が悲しい。

　この時間の浜辺は、まだ泳ぎに来ている人もいないので空いている。
　人のいない海はただ日の光を反射させ、波が行ったり来たりを繰り返すのみ。

　こんなところまで強引に連れてこられ、そろそろ良いだろうと俺から切り出すことにした。もうやけくそである。
「で、話って？」
「ちょっと待って」

　俺が切り出すと、さくらは辺りを見回し、

「これだけ離れれば、どんなに真が騒いでも、みんなには聞こえないよね。じゃ、ここでいっか」

　……俺が騒ぐ内容なのかよ。

　ああ、テンションが音速ぐらいのスピードで落ちていっているぜ。

「ねえ、真」

「なんだよ？」
「あんた、ミナとどこまで行った？」

「は……？」

「だから、キスぐらいしたんでしょ？」

「―――ぶっ！？」

「へぇ、やっぱりしたんだ」
「ななななななな何を言い出すんだてめぇは！！俺と巫凪が、キキキキ……」
　やばい、あの光景が浮かんできて頭から離れない。巫凪の顔しか見えない、あの状態が。
「顔真っ赤にして、本当にわかりやすいんだから。
　……で、どうだった？柔らかかった？レモンの味した？」
　な、なんて嬉しそうな顔してやがる。俺をからかうのがそんなに面白いって言うのか。

「ほれほれ、どうなのよ。お姉さんに言ってみ」
「いつから年上になったんだよ！だいたい、なんでそんこといきなり」

「だって、ミナの態度見てたらわかるもん。なんかあったなって」
「……マジ？」
「マジマジ。ここ最近のミナ、テンションの上がり下がりが激しいったらありゃしなかったんだから。特訓で毎日会ってるアタシが、気付かないわけないでしょ」

「……あ」

　そういえば、こいつは巫凪が水着を作り出す特訓とやらで、俺の知らないときに巫凪と会ってたんだった。

「真を喜ばせてあげたいって、あの子から言い出してきたのに、ちょっと前に急にやる気失くしてさ。話訊いたら、もう意味がないからとか言うし。
　でも、次に会ったときには、真に気に入られるんだって、めちゃめちゃやる気になってるし。ああ、これは、真と何かあったなとしか思えないじゃない」

「は、はは……」

　それはわかり易過ぎるぞ、巫凪……

「で、正直なところ、ミナとはどうなったのよ？」
「……別に何も」
「ハッハッハ。まだ白を切るか、このバカは。いい加減にしないと、そろそろ怒っちゃうよ」

「うっ……」

　バキバキッと指を鳴らしながら詰め寄られ、正直かなり怖い。

「さあ、言いなさい！」

「だから、何もないって言ってるだろ！ただ、巫凪の記憶を戻してやるってもう一回約束しただけだよ！」
「は……ミナの記憶を戻す？」
　と、なぜかそこで目を丸くするさくら。
　あれ、なんかおかしいこと言ったか？

「ちょっと真、大丈夫？ミナの記憶って、いきなりわけのわかんないことを言い出して」

「って、ああ、そうか。さくら、巫凪が記憶喪失だってこと知らなかったのか」
「……へ？」

　時間停止、一秒、二秒、三秒……
　そして、時は動き出す。

「って、ええええええええええええええええ！！？」

「っ、うっさいな」
　あまりの声量で、耳がキーンとしてしまう。
　力だけでなく、声もでかいなこの女は。

「し、真。記憶喪失って、あの記憶喪失？」
「記憶喪失にあのとかこのとかあるとは思えんが、たぶんその記憶喪失だ」

「……冗談？」

「大マジだ」

　俺がそう返すと、さくらは額に手を当てつつ、天を仰いで、

「じゃあ、何？ミナってば、幽霊のうえに記憶喪失ってこと？どこまでレアな存在なのよ」

　それに関しては同意見だ。あんな珍しい存在、早々お目にかかれるもんじゃない。
「それで、真はミナの記憶を戻すって？あんたも、ずいぶん大それたこと言い出すわね」
「大それたことか？」
「十分大それたことでしょうが。どうせ、その場の勢いとかで軽はずみな気持ちで言ったんだろうけどね、できもしないのにそういうこと言うの、あんまり感心できないわよ」

「それは……」

　そりゃあ、確かに勢いとかそういうものもあったかもしれない。少なくとも、一番最初に巫凪の記憶を戻してやるって言ったときはそうだった。
　でも、でも今は―――
「俺は本気だぞ。あいつの力になりたいっていう気持ちは、軽はずみな気持ちなんかじゃない」

　俺がそう言うと、さくらはちょっと目を丸くした後、小さく笑って、

「……そっか。それで、手がかりはなにかあるの？」
「……へ？」

　手がかりって、いきなり何のことだ？

「そこまで言うからには、あの子の記憶の手がかりくらいあるんでしょ！教えなさいよ、アタシも考えてあげるから」

　俺がぽかんとしていると、さくらは怒鳴ってきて……
　でも、その言葉の意味することは―――

「さくら、手伝ってくれるのか！？」

「そりゃあ、アタシだってミナの友達だし、ちょっとぐらいは考えてあげるわよ」

　さくらは、照れ隠しに少し目線を逸らしながら言う。

「さくら……」

「それで、手がかりは？」
「ん、あ、ああ。手がかりって言っても、巫凪は気付いたら俺たちが住んでいる街にいたって言うから、多分あの街に住んでたってことぐらいだけど」

「どれくらい前から、ミナは幽霊やってるの？」

「良く覚えてないってさ。あ、でも、あいつ、祝日の海の日を知らなかったから、海の日ができる前に幽霊になったんじゃないか？」
　海の日ができたのってどれくらい前だったか忘れたけど、それは調べれば直ぐにわかるだろう。

「なるほどなるほど。それで、真はどこまで調べたの？」
「調べる？」

「そうよ」
「……調べるものなんてあったか？」

「はあ！？」

　俺がそう返すと、さくらは呆れた顔になって、

「ダメもとでうちの高校当たってみたりしなかったわけ、あんたは？」

「あ……」
「ミナ、あの街に住んでいたかもしれないんでしょ。それなら、うちの高校に通ってたかもしれないじゃない。昔の卒業アルバムでも見れば、あの子が生徒かどうだったかなんてわかるんでしょうが！」

　時間停止、一秒、二秒、三秒……

　そして、時は動き出す。

「―――その手があったか！」

「アホか、あんたは！」

　バシンッ！

「いってぇ！？何しやがる！」

　思いっきり手のひらで頭をひっぱたかれ、お返しにとさくらを睨みつける。

「漫画なら、目から星が飛ぶくらいの強さで殴りやがって。手加減を覚えろよな！」
「真がアホ過ぎるのが悪いんでしょうが。普通気付くでしょ、卒業アルバムを調べることぐらい」

「俺は気付かなかったんだからしょうがないだろ！」

「だからあんたはアホなのよ」

「なんだとぉっ、この怪力女！」
「何よ、アホ！」
　この後、睨み合いながら、ギャーギャーと思いつく限り罵り合うという状態まで発展し―――

　この不毛な言い争いは、姉さんが朝食の準備ができたことを知らせに来るまで続いたのだった。
　昼過ぎになると、潰れていたみんなも全員復活し、再び海に繰り出しては大暴れ。
　散々遊び通して夜になり、今日はお約束の花火へと突入だ。

「あははははっ、燃えろ燃えろ！」

「熱っ！？今かすったじゃない、この豚！」

　ひゅんひゅんと飛び交う火花が夜の浜辺を照らし出す。

　なぜいきなりドラゴン花火片手に戦争をおっぱじめるのか、あの二人は。良い子が真似したらちゃんと責任取れるのだろうか？

　誰か花火の正しい遊び方を教えてやってくれ。ちなみに、俺はパスな。とばっちり喰らうのは勘弁だから。

「真哉さん、真哉さん。花火やらないんですか？」

「ん、ああ、やるやる」

　罵詈雑言を投げかけながら撃ち合う二人を見て、戦い続けなければならないという人の業にちょっぴり哀愁を覚えるなんてことは当然なく、あんなバカどもはほっといて巫凪と花火をする方が何倍も楽しめるだろうということを一瞬で結論付ける。
　色とりどりの花火から適当に二～三本取ると、ライターで一気に火をつける。

「真哉さん！花火は一本ずつやらないとダメですよ！」

「大丈夫だって。ほ～ら」

　花火をクルクルと回して、炎の花が形を変えるのを楽しむ。

　……が、その時風が吹き、火花がこっちに飛んできて、

「うわっ、熱っ！？」
「ほら、だから言ったじゃないですか」
「う……ごめん」
　叱りつけてくる巫凪に、返す言葉が見つからない。

　あ～あ、俺もガキだな。花火にこんなはしゃぐなんて。
「あの、真哉さん。私が注意しておいてなんですけど、そんな落ち込まないで下さい」

「いや、落ち込むっていうか、俺ってガキだなぁって、再認識しただけなんだけど」

　そんなに沈んだ顔に見えたんだろうか？

「あ、あの、気を取り直して、安全に花火をしませんか？」
「そうだな。ふざけて、火傷するのもごめんだし、巫凪の言う通りにするよ」
　今度は一本だけ花火を取ってきて、それに火をつける。
「ふふっ、綺麗ですね」
「ああ」

　ぱちぱちとはじける花火を、巫凪としばし眺める。

　会話は特にない。けれど、それは居心地が悪いということはない。

　なんか、こういうのも良いかもな。
「真哉。どうしたの、一人だけで花火しているなんて？」

　なんてちょっと浸っていたら、隣に姉さんが現れた。

「みんなと一緒にしないの、花火？」

「いや、その……」

　一人って訳じゃないんだけどね。チラッと巫凪の方を見、すぐさま姉さんに視線を戻す。

　姉さんは、俺の隣に座ると、自分で持ってきた花火に火をつけていた。

「ねえ、真哉」

「ん？」

「真哉の友達って、随分女の子が多いわよね」
「……はい？」

　唐突に、姉さんがそんなことを言ってきた。なぜか、隣では巫凪もこくこくと頷いているけど。

「なんで？別に、男の友達もいるけど」

「この旅行に来ている真哉の同年代の男の子って、轟君だけじゃない。真哉って、実はもてたりするの？」

「そんなことないって。もてるのは、俺じゃなくて淳の方。他の男友達を誘わなかったのはそのためだよ」

「え？」

「ほら、あれ見てみて」

　首を傾げる姉さんに、ある方向を指差す。

　そこには、淳の両脇にぴったりとくっついた飯塚さんと絆ちゃんの姿。
「飯塚さんと絆ちゃんは、男子連中には人気あるから。もし誘ったら、あの光景をず～っと見せることになるだろ。それ、微妙に拷問っぽくない？」

「……確かに、それはちょっとかわいそうかも」
　その光景を想像したのか、姉さんは納得してくれたようだ。
「あら？それじゃあ、真哉はあの二人狙いじゃないんだ。あれを見ても大丈夫ってことは」

「ま、まあね」

　二人とも可愛いとは思うが、淳にべた惚れなのは知っているから、あえて狙おうとは思わない。
「じゃあさ、真哉はどんな子が好み？」

「お、俺の好み？え～と……」

　返答に困っている俺を、じーっと巫凪が見つめてくる。

　俺の言葉を一字一句逃さない気らしく、その顔は真剣そのものだ。
　これでは、訊いている姉さんのことより、巫凪の方が気になって仕方ない。

　こ、答えにくいぞ、これは……

「あ～え～」

「もう、はっきりしないわね。それじゃあ、さくらちゃんみたいな子はどう？」
「さ、さくら！？」

「そうそう。美人だし、スタイルだって良いじゃない」

「いや、まあ、そうだけど……でもなぁ」

　姉さんの言っていることは正しい。正しいのだが、どうもあいつを恋愛対象に考えることはできそうになかった。
「じゃあ、里美ちゃ―――」

「それだけは絶対無いから」

　次に挙がる名前を、考えもせずに否定する。

　なんか、いろいろ無理だからそれ。

「じゃあ、どんな子が好みなのよ？」

「だから、え～、その……優しい子、かな」

　俺がそう答えると、姉さんは溜息をついて、

「模範的な答えをありがとう。もう良いわ」

　姉さんは呆れて行ってしまった。

　ふぅ、なんとか乗り切ったぜ。

「真哉さん」

「巫凪。悪いな、待たせて」

　姉さんから巫凪に視線を移すと、なんかものすごい決意を秘めた目でこっちを見る巫凪の顔。
「真哉さん。私、頑張って優しい子になりますね」

「え、あ、巫凪？」

「私、なんでもしますから。なんでもお願いしてください」

「いや、それは優しさとは違うような……」

「頑張るぞ～」

　俺の呟きは、巫凪には届いていないらしい。

　はぁ……まあ、いっか。巫凪も楽しそうだし。

七月三十一日（日）

　散々遊び通したこの旅行も今日で終わりだ。
　淳の両親が運転する車に乗り、帰路に着く。

　帰りの車の中では、流石にみんな疲れていたのか、姉さんはぐっすり、あの里美ですら眠ってしまっている。
　おそらく、前を行くもう一台の車内も似たようなものだろう。
「皆さん、ぐっすりですね」

「そうだな」

　運転している淳のおばさんに聞こえないように、巫凪に返事をする。

「あんだけ遊んだから、みんな疲れてるんだろ」

「いっぱい遊びましたからね」

「ああ……ふぁ～あ」

　と、そこで俺の口から大きな欠伸が飛び出した。俺にも、例に漏れず眠気が襲ってきたらしい。
「真哉さんも眠ったらどうですか？まだ先も長いですし」

「……そうだな。ここは、素直に睡魔に負けを認めるよ」

　そう言いつつも、すでに瞼は下りてきていて……って、そうだ。

「寝る前に一つだけ訊いとかなきゃ」

　それを思い出した俺は、軽く頭を振って一時的に眠気を追い出した。

「真哉さん。寝ないんですか？」

「ああ、ちょっと訊きたいことがあってね」

「訊きたいことって、私にですか？」
「うん。あのさ、巫凪」

「はい？」

「楽しかったか？」

　巫凪を誘ったのは俺だ。それなのに、巫凪が楽しんでくれてなかったなら、俺は酷いやつになっちまう。

「どうだった？」

　俺がもう一度訊くと、巫凪は満面の笑みを浮かべて、

「はい。ものすごく楽しかったです」

「そっか。良かった……」
　それを聞いて安心したら、一気に眠気が復活してきた。今度はもう、それに逆らう必要はない。

「……おやすみ。巫凪」

「はい。おやすみなさい」

「いつか、また……」
「え？」

　いつか、また一緒に行こうな、巫凪……

　こうして、俺の意識は闇へと落ちていったのだった。

「う～ん、三日振りの我が家のベッド～」
　我が家に帰ってきた俺は、姉さんと交代で風呂に入って食事を取った後、まだ疲れが抜け切っていなかったので早めに寝ることにしたのだ。

　あ～、今日で七月も終わりか。明日から、なにすっかなぁ……

　ああ、そういえば、さくらに言われた通り、巫凪の事を調べに学校に行かなくちゃ……
　睡魔に耐え切れなくなり、俺はそのまま眠ってしまった。

八月一日（月）

「ううっ、暑…」

　俺は、あまりの暑さに寝苦しくなって目を覚ました。

　朝っぱらからこの暑さ。八月になって、いよいよ太陽が本気になったとでも言うのか。

　と、そこでふと時計を見ると十一時過ぎ。

　……なんだ、もう昼じゃん。昼間ならこんぐらい暑くても普通だな。

「起きるか」

　暑苦しい中、二度寝をする気はさらさらない。不快な汗を流すべく、俺はシャワーを浴びに階下へと降りていった。

「よし、来たぜ図書館」
　朝食兼昼食を食べた後、巫凪のことを調べるために俺は学校の図書館へとやってきた。

　あいにくと、今日は巫凪は来なかったので一人だが、不発に終わる可能性だってあるのだから問題ないだろう。

　夏休みとはいえ、平日の昼間は受験勉強に精を出す三年生のために図書館は開放されている。

　そんな三年生の間を、俺も来年はああなるのかと思ってちょっぴりげんなりしながら抜け、空いている席を見つけて場所を取る。

　さて、それじゃあ、お目当てのものを探すとしますか。

　図書館なんて、一年のころのガイダンス以来だから、どこにあるかわからないんだけど……って、おっ、発見。
　図書館の一角、本棚の下の方に歴代の卒業アルバムが並んでいた。
　え～と、巫凪が幽霊になったのは海の日ができる前だろ。あの祝日って、確か……何年前にできたっけ？
　まあ、良いや。とりあえず、五年位前のやつから順に探していくか。

　俺はそう思い、五年前以降の卒業アルバムをごそっと取り出した。

　・

　・

　・

　探し始めてどれくらい経っただろうか。知らないクラスの集合写真を眺め続け、正直、飽き始めてきた頃。

　―――それは唐突に見つかった。
　今から九年前の卒業アルバム。その３－Ｄ組の集合写真。一人だけ写真写りが違う少女。
　制服を着て、無垢に微笑んでいるその顔。

「あった……本当にありやがった」

　間違えるはずがない。その顔は、今と寸分違わない巫凪の顔なのだから。
「……マジかよ。こんなにあっさり見つかるなんて」

　手がかりなんてないと思ってた。

　だから、ただぶらつくことしかできていなかった。
　なのに、さくらがヒントをくれたおかげで、こんなにも簡単に巫凪の過去に辿り着けた。

　……サンキュ、さくら。俺、初めてお前に心から感謝してるかもしれない。

「さて、後は、どうやってこれから巫凪に記憶を取り戻させるかだよな。この集合写真見せたら戻るかな、記憶？」

　巫凪のクラスの面々をざっと眺め―――
「え……？」

　俺は、そこで予想外なものを見つけてしまった。

「なん……で―――っ！」
　その存在を認識した瞬間。俺は、図書室を飛び出した。

　階段を三段飛ばしで駆け降り、廊下を走り、目的の教室まで辿り着く。

　―――化学準備室。

　プレートを見てそれを確認。乱れた息もそのままに、ノックもせずに扉を開け放った。
「沢野先生！」

「―――っ！？」

　目当ての人物は、いきなりの俺の登場に目を丸くしているようだ。
　その目が俺を捕らえると、安心したように息を吐く。

　こっちとしても、いてくれて助かった。さくらたちの補習が終わった後だろうから、きっとここだと思ったのだ。

　先生は椅子を回転させて俺の方を向くと、そのまま足を組みつつ、

「ビックリした。なんだ、中根か。まったく、入るときはノックぐらいしなさい」
「す、すいません」

「それで、何の用？わざわざ夏休みの学校にまで来て。

　―――ハッ、まさか、とうとう改造させてくれる気に！？」

「違います！」

　話が危ない方向に行きそうになるのを、全力で否定する。

　今はそんなことよりも、訊かなければならないことがあるのだから。
「先生。訊きたいことがあるんです」
「なになに、とうとう中根も、勉強に目覚めちゃった？」

「先生」

「ん……なに、訊きたいことって？」

　俺の雰囲気から、何かを感じ取ったのか、先生はおちゃらけるのをやめて俺の言葉を促した。

「先生。庄司巫凪って子、知っていますか？」
「――――――！？」

　巫凪の名前を出した瞬間、先生の顔色が激変した。

　３－Ｄの集合写真で見つけた意外なもの。それこそ、沢野亜希という名前と面影を残したその写真。
　そう。なんという偶然か、巫凪と沢野先生はクラスメイトだったのだ。

　同姓同名の他人の空似という可能性も、今の先生の反応を見ればありえない。

　先生は間違いなく、巫凪を知っている。

「知っているんですね？」
「……なんで、中根があの子のこと」

　普段の先生からは想像できないような覇気のない声で、先生は訊いてくる。

「友達です。彼女とは」
「友達……友達ね」
　俺がそう言うと、先生は少し思案して……

　やばっ。つい友達だなんて言っちゃったけど、巫凪って先生と同い年だろ。そんな子と友達だなんて怪しすぎるか？

「あの、先生」
「……中根の住まいってこの辺りだったっけ？」

「あ、はい」

「そっか。あの子は子どもが好きだったからね。遊んだことあるんだ」

「そ、そうですそうです。ガキの頃、何度か遊んでもらいました」
　良かったぁ。勝手に納得してくれて。
「それで……あの子がどうしたの？」

「教えてほしいんです。彼女のこと」

「……どうして？」
「そ、それは……」

　どうしてって訊かれても、正直に応えていいものか。

　巫凪が幽霊で、記憶喪失になってるんで、その記憶を取り戻したいんです。

　……なんて言えるわけないよな。

　え～と、え～と、じゃあ、巫凪とガキのころ遊んだっていう設定なんだから、そこら辺をうまく使って、何か―――
「あ、えっと……子どものころ、急にいなくなっちゃった人だから、気になって」
「ってことは、あの子が中根の初恋の相手ってこと？」

「ええ！？あ、いや、その……」

「ふ～ん、このマセガキが」

「ううっ、その、お願いします、先生」

　話してくれるっていうなら、そういう設定でも我慢することにする。恥ずかしいけど。

「……悪いわね」
　先生は、俯いたままそう首を振った。

「ダメ……ですか？」

「………………」

「先生」

「あの子は、きっと私を恨んでいる。私は、それだけのことをしたから」

「―――なっ！？」

　先生が唐突に漏らした言葉が、信じられなかった。

　巫凪が、先生を恨んでいるだって？
　そんなの、巫凪から一番遠いことじゃないのか？あの巫凪が、誰かを恨むなんて―――

「中根。悪いけど、少し一人にしてくれる？」
「あ……」

　その先生の顔を見て、これ以上追求することができなかった。

「失礼……しました」

　化学準備室を出て、後ろ手にドアを閉める。

　いったい、どうなってるんだよ。

　沢野先生が、巫凪に何かした。それで、巫凪が先生を恨んでるって？

　それじゃあ、巫凪の未練って、先生に恨みを晴らすことだって言うのか？

　それなら、今のまま、巫凪が思い出さないほうが誰にとっても幸せなんじゃ―――

　……まだ調べなきゃダメだ。結論を出すには早すぎる。
　巫凪が、この学校の生徒だっていうのはわかったんだ。それなら、昔からいる先生を当たれば、何かわかるかもしれない。
　確か、数学の藤山先生はこの学校長いはず。今は、三年生の補習で学校にもいるだろうから、ちょっと捜してみるか。

「藤山先生」
　三年生の補習が終わって、教室から出てきた藤山先生に声をかける。

「ん、お前は確か、え～、な、な……中島か！」

「二年の中根です」
「ああ、そうだそうだ。それで、どうした、中根？」

　う～ん、フジサン、ちょっぴりボケかかってるよな。もうおじいちゃんだし。

　ちなみに、フジサンって言うのはこの人の愛称である。

　まあ、今はそれより、訊くこと訊かないと、

「先生って、うちの学校に勤めて長いですよね？」

「おお、長いぞ。十年以上働いているな。このまま定年まで―――」
「定年まで頑張ってください。それでですね」

　なんか長くなるような予感がしたので、本題に入ることにする。

「先生、昔の生徒で庄司巫凪って知っていますか？」

「―――っ、中根。お前、どこでその名前を？」

「ちょっといろいろありまして。それで沢野先生に訊いたら、話してくれないですし」

　俺がそう言うと、フジサンは急に険しい顔になって、

「中根。どんな理由だか知らないが、亡くなった人間のことをいたずらに調べまわるのは感心しないぞ。それも、よりにもよって沢野先生に訊くなんて」

「……どういうことですか？」

「沢野と庄司、あの二人は親友だったんだ」

「――――っ！？」

「あの二人とそれともう一人。その三人でいつも一緒にいてな。それなのに、あんなことになって……

　人には、触れてほしくない傷が一つくらいあるもんだ。九年も経って、沢野だって立ち直ろうとしているかもしれないのに、その傷を抉るような真似をして」
「あ……」

　さっきの沢野先生の顔を思い出す。

　死んだ親友のことを訊かれた沢野先生は、いったいどんな気持ちだったのか？
「……俺、沢野先生に酷い事を」
「わかったなら良い。なら、もう庄司のことは―――」
「わかりました。沢野先生には訊きません。でも、先生が代わりに答えてください」

「中根！」

「お願いします。俺は、知らなくちゃいけないんです！」

　俺は深々と頭を下げた。
　俺は酷い事をしようとしているのかもしれない。

　過去のつらいことをぶり返して、それで傷つく人だっているかもしれない。
　……でも、俺は巫凪のことを知りたい。

　知らなくちゃ、本当に巫凪が記憶を取り戻すべきかどうか、判断できないから。だから―――
「……はぁ。先生も、知っていることはほとんどないぞ」
「藤山先生、ありがとうございます！」

　俺の気持ちが伝わったのか、フジサンが折れてくれた。
「じゃあ、先生。みな……えっと、庄司さんは何で亡くなったんですか？」
「車に撥ねられたんだよ。九年前の、ちょうど今の時期だったかな。相手は酒を飲んでいたそうだ。それで、住宅街をかなりのスピードで走っていたらしい」

「………………っ」
　どこのバカだか知らないが、その相手に対して言い様のない怒りが湧いてくる。

「一緒にいた沢野先生は軽傷ですんだのにな。庄司の方は……」

「え？沢野先生。その現場にいたんですか？」

「ああ。だからこそ、余計に苦しんでいるんだろう。親友を目の前で亡くして、何もできなかったんだからな」
「でも、それは、沢野先生のせいじゃなくて、その事故を起こしたやつが悪いんじゃないですか」

「中根。お前の言うことは正しい。だが、割り切ることなんてそう簡単にできるものじゃない。わかるだろ？」
「……はい」

　そうだ。頭では理解していても、納得できないことなんていくらでもある。

　俺だって、昔はそうだったから、それはわかる。

　でも、そうすると一つ気になることがある。
　先生が事故の現場にいてそれに負い目を感じている。それが、恨まれることなのか？
　いったい、その事故のときに何があったんだろう？
　それを知らなくちゃいけない気がする。

「先生。その事故のことで、もっと詳しい話を知りませんか？」

「これ以上は知らんよ」

「そう……ですか」

　フジサンが首を振るので、肩を落としてしまう。

　こればっかりは、沢野先生に訊くしかないのか？

　でも……

　沢野先生のさっきの顔を思い出す。

　ちっ、そんなことできるかよ。これ以上、先生を傷つけられない。
　今は、他を当たろう。この問題は後回しだ。

「先生、それじゃ、事故現場の場所を教えてください」
「やっぱり、ここか」

　フジサンに教えてもらった事故の場所。

　そこは、前にさくらが車に轢かれそうになって、巫凪に止められたあの交差点だった。

　ここで、巫凪が死んだ。

　そして、幽霊の巫凪が生まれたんだ。

「巫凪……お前は、いったい何が未練で幽霊になったんだよ？」

　先生に恨みを晴らすため？
　それとも、もっと違う理由で―――

　くそっ、俺はどうしたら良い？
　今までは、巫凪の記憶さえ戻せれば万事解決すると思っていた。

　でも、もし巫凪が先生に恨みを晴らすことを未練と思っているなら、それは思い出さない方が良いんじゃないのか？

　巫凪が誰かを呪う様なんて、見たくない。
　じゃあ、俺はいったいどうしたら……
　―――蝉の声が、今日は余計にやかましく聞こえた。

「………………」
　自分のベッドに仰向けになり、見慣れた天井を見上げる。

　あの交差点にいつまでもいてもしょうがないので、あの後、俺は家へと戻ってきたのだ。

　結局、未だにどうしたら良いかはわからない。

　巫凪……
八月二日（火）
「ふぁ～あ」

　ベッドから上半身を起こし、大きく伸びをする。

　時刻はちょうど十時半を指したところ。朝食を食べるか、それとも昼食まで待つか迷う微妙な時間だ。

　さて、今日はどうするか。
「真哉～！」

　なんて考えてたら、階下から俺を呼ぶ姉さんの声。
「な～に～！？」

「電話よ～！」

　電話？

　誰だろ？友達とかなら携帯にかかってくるはずだし……って、ことは、

「勧誘かなんかでしょ。いないって言って切っちゃってよ」

「勧誘なんかじゃないの。あなたの担任の沢野先生から」

「なんだって！？」

　とりあえず、起きて階段を下り、姉さんから受話器を受け取る。

「真哉。あなた、何かしたの？」

「大丈夫。姉さんが心配するようなことは何もないから、しばらく向こうに行っててくれる？」

「でも……」

「頼むよ、姉さん」

　俺がお願いすると、姉さんはしぶしぶと言った感じで離れていってくれた。
　このタイミングで沢野先生が電話をかけてくるとしたら、用件は一つしか思いつかない。十中八九、巫凪のことだろう。
　俺は、深呼吸してから受話器を耳に当てた。
「もしもし」

「ああ、中根？寝ているところ、悪いね」
「いえ、それで用件は？」

「……あなた、藤山先生のところにまで行ったみたいね」

「あ、え、どうしてそれを？」
「職員室に戻ったら藤山先生の私に対する態度がおかしかったからね。タイミング的に、中根がなんかしたとしか考えられないでしょ」

　……フジサン、ポーカーフェイスは苦手でしたか。
「それで、フジサンにどこまで訊いたの？」
「……先生と、彼女が親友だったってことと、何で死んだかです」
　当事者である沢野先生に隠してもしょうがない。俺は、正直にそう答えた。

「そう。それで、中根の知りたいことは全部わかった？」

「いえ……」

　俺の知りたいこと―――

　巫凪の未練が、先生に対する恨みか、それとも別の何かか。

　……でも、それを先生に訊くわけにはいかないんだ。
「先生。昨日はすいませんでした」
「どうしたのよ、急に」

「俺、先生の気持ちも知らずに……ごめんなさい」
　受話器の向こうで、ふぅと息をつく音。

「良いのよ、別に」
「でも！」

「それなら、今度実験に付き合ってちょうだい。飛び切りのを用意しとくから」

「うっ、それは……」

　流石に即答しかねるんですが、その条件。

「……中根」

「はい」

「どうしてそこまで、あの子のことを知りたがるの？」
「それは……」

「初恋なら、そのまま綺麗な思い出にしておけばいいじゃない」

「………………」

　本当のことを言えるわけがない。

　記憶を失くした巫凪が、幽霊として彷徨っているなんてこと―――

「言えない理由なの？」
「すいません」
「そう」
「……でも」

「え？」

「でも、先生。俺、軽はずみな気持ちから調べてるんじゃない。これには大事な理由があるんです。これだけは、信じてください」
「……わかった。本当に、大事な理由があるのね」
「先生」

「生徒を信じられなくなったら、教師としては終わりだものね。信じるわよ。

　……なら、話さなくちゃいけないか」
「え？」
　先生、今なんて言った？

　話の内容が指すものは、この場合一つだけだ。

「先生？」

「あの子の話、してほしいんでしょ？聞きたいの、聞きたくないの？」

「聞きたいです！聞きたいですけど、でも、先生。良いんですか？」

　巫凪の名前を聞いただけで、凄くつらそうな顔をしていた先生。

　それなのに、巫凪について話すってことは、より一層つらい思いをすることなんじゃないのだろうか？

「いいのよ。大事な理由があるんでしょ？」
「でも―――」

「聞きたいなら、一時に私のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ラボ),研究室)まで来て。それまでに、私も心の整理をつけておくから」

「先生！」
「それじゃあね」

　受話器から返ってくるのは、ツーツーツーという機械音のみ。

　沢野先生は、俺が何か言い返す前に電話を切ってしまった。

「沢野先生……」

　沢野先生の気持ちがわからない。

　そんな、自らの首を絞めるような真似を、なんで……
　……考えても、仕方ないか。せっかく話してくれるというのだ。

　巫凪と先生の間に何があったのか。
　行こう、話を聞きに。先生のところへ。

　俺は、昨日に引き続いてこの場所へとやってきた。
　化学準備室の扉を前にして、軽く深呼吸して気持ちを落ち着かせる。

　よし、行くか。
　化学準備室のドアを軽く三回ほどノックする。

「開いているわ」

「失礼します」

　中から先生の声が聞こえたのを確認して、ドアを開けて中に入る。

「一時ぴったし。時間通りに来たわね」
「はい」
　先生は、足を組んで椅子に座り、俺を待っていた。

「その椅子に座ってくれる？コーヒーでも入れるわ」

　部屋の中央に用意されていた丸椅子に座ると、先生がビーカーに入ったコーヒーを手渡してきた。
　とりあえずそれを受け取り、先生が席に付いて、さっきと同じ態勢に戻るのを待つ。

「さて、何から話そ―――」
「先生。その前に訊きたいことがあります」
　話し出そうとする先生を、俺の声が引き止める。

「……何？」

「どうして、急に話してくれるんですか？

　こんなの、先生がつらいだけじゃ―――」

「……私が話したくなったから。で、いいじゃない。単なる心境の変化よ」

「………………」
　そう言われると何も言い返せない。ただでさえ、俺は深すぎることを聞こうとしているんだから。
「それじゃあ、始めましょうか」

　先生は、思い出に浸るように少し上を見上げて、ポツリポツリと語り出した。
　私と巫凪は、中学の入学式のときに初めて会った。
　たまたま同じクラスの前と後ろの席。

　それがきっかけで話しかけ、いつの間にか仲良くなっていた。

　いつも無茶ばっかする私と、それを見て、一緒に楽しんだり止めたりする巫凪。

　なんか、ウマが合って何をするのも一緒だった。

　そのまま二人で、この学校を受験して、それで入学して……
　一年のときはクラスは別々だったけど、行き帰りはいつも一緒。おしゃべりしたり、寄り道したりして笑い合った。

　でも、しばらくすると、私たち二人の中に、いつの間にかもう一人増えていた。

　巫凪と同じクラスの男子で、名前は西川優貴。最初は、ちょっとした用事で一緒になっただけだと思う。それが、いつの間にか三人でつるむようにになってきて―――
　いつの間にか私たちの関係は、私が暴走して西川が振り回され、巫凪がそれを止めるという感じになっていた。

「ほら、これがその時の写真」

「うわっ」

　先生が、そう言っていきなり投げてよこしたのは、見覚えのあるロケット。
「このロケット、あいつも持ってた……」
「巫凪と一緒に買ったやつでね」

　蓋を開けてみると、そこには三人の人物が写っていた。

　真ん中に巫凪。そして、左から巫凪の首に抱きついている先生の若い姿。巫凪の右には、それを見て穏やかに微笑んでいる背の高い男。多分、この人が西川って人だろう。

「その写真の頃が、一番楽しかったわ」

　先生が、懐かしむように目を細める。でも、それは一瞬のことで、
「話が逸れたわね。続きをしましょうか」

　そう言って、再び話の続きが始まった。

　そのまま三年まで、三人でバカやって過ごした。

　私も、巫凪も、西川のやつもみんな笑っていた。この関係がずっと続くと信じていた。

　でも、そんなわけない。男と女がそれだけ一緒にいたら、どうしても生まれてしまう想いがある。
「亜希ちゃん。私、西川さんのこと、好きになっちゃった」

　巫凪が頬を染めて、こう言ってきたときは本当に驚いた。
　でも、親友の初めての恋だ。私は、からかいながらも応援することを決め、いろいろと思いつく限りの手を尽くした。

　内心、どこかいらつきながら―――

　そして、私は、その想いに気付かないふりをしたまま、巫凪の告白の準備を整えた。
　九年前の八月五日。日も暮れた誰もいない公園に、西川を呼び出したのだ。

「亜希ちゃん、ドキドキするよ～」
「心配ないって、巫凪なら大丈夫だからさ」

　適当なベンチに腰掛け、私たち二人はあいつを待っていた。

　星と月が夜空を支配する時間。今この場にいるのは、私と巫凪の二人だけである。

　というか、そろそろ私は退散しなくちゃならないんだけど……

「本当に、大丈夫かな？」

　心配でおろおろしている巫凪を放っておけなくて。
「本当本当」

「私、変なとこないよね？寝癖も直したし……あ、お化粧とか、もっとちゃんと―――」

「あ～もう、落ち着く！ここまで来たらじたばたしないで、西川のやつをただ待ってれば良いの！」

「あうぅ……」
　私が喝を入れると、ようやく巫凪は観念したようだ。
　ただ自らの胸を押さえて、あいつが来るのを待ち始めた。
「ふぅ、それじゃあ、私は行くね」

「え、亜希ちゃん、行っちゃうの？」

「当たり前でしょ。告白の場面なんかに第三者の私が立ち会えるかっての」

「亜希ちゃん……」
「頑張ってね。応援しているからさ」

「うん。ありがとう、亜希ちゃん」

　巫凪も吹っ切れたらしい。その顔には、もう迷いはなかった。

　私は巫凪に背を向け、公園の出口に向かって歩き始める。
　あれなら巫凪は大丈夫そうだ。西川のやつと、きっとうまくやっていくだろう。

　ああ、本当に良かった。

　―――本当に？
　良いことなんて何もない。このままじゃ、あいつを巫凪に独占され―――
　うるさい、黙れ。
　心に湧いてきた昏い感情を強引に握りつぶす。

　これで良い、これで良いんだ。

　そう思いながら、道路に出たところだった。

「沢野」

　あいつが、目の前にいて私を呼んだのだ。

「あ、に、西川」

「沢野。何だよ、急に呼び出して」

「え、あ、いや、あんたに用があるのは私じゃなくて」

　何慌ててるんだ、私は。いつものようにしなくては。

「あはは、あんたに用があるのは私じゃないって、この色男。中であんたを待っている人がいるからさ」
「……中に？」

「そっ。それじゃあ、私は行くわね」

「ちょっと待て、沢野。俺はお前に用がある」
　隣を通り過ぎようとする私の腕を、西川が掴む。
「ちょっ、離してよ」
「俺の話を聞いてくれ、沢野」
「わかったわよ。わかったから早くして」
　これ以上、巫凪を待たせるのも悪い。埒が明きそうにないので、しょうがなく話を聞くことにする。

　―――思えば、このとき無理にでも帰っていれば、あんなことにはならなかったのかもしれない。
「沢野」

「何よ？」

「好きだ」

「……え？」
　今、こいつはなんて言った？

　公園の中ではこいつに告白しようと巫凪が待っているというのに、それなのにこいつは―――！

「何、いきなり言い出してんのよ？」

「俺の正直な気持ちだ」

　真剣な顔で、そんなことをのたまう西川。

　なんだか知らないが、とてつもなく怒りが湧いてきた。

「こんな時にくだらない冗談言わないでよ！本気で引っ叩くわよ」
「冗談なんかじゃない」
「冗談でしょ、冗談って言いなさいよ！」
　でなきゃ、でなきゃ巫凪が可哀想過ぎる。

「俺は本気だ！」
「ちょっ―――んんっ！？」

　強引に抱き寄せられ、唇を塞がれた。

「沢野、好きなんだ」

「やめっ、んん……」

　一度唇を離し、その言葉とともにもう一度、キスしてくる。

　こんなの、こんなのダメなのに……

　何で私は抵抗できないの？

　強く抱きしめられ、体に力が入らない。
　おかしい。体が言うことを聞いてくれない。

　嫌なのに、嫌なはずなのに……

　どうして、今の状態を受け入れている私がいるの―――？
「亜希……ちゃん？」
「―――――！！？」

　私たちの話し声が聞こえたのか、巫凪が、そこまで来ていた。

「何……してるの。二人とも？」

　巫凪のその言葉で、体の硬直がようやく解ける。

　すぐさま、西川の抱擁を振りほどき、突き放して息を整える。

「ねぇ、何してたの？」

　信じられないものを見た顔で、巫凪が訊いてくる。

　巫凪だって、わかっているはずだ。でも、きっと頭が理解していない。

　だって、自分が告白しようとしていた相手と、自分を応援してくれていたはずの親友。その二人が唇を交わしているところを見たのだから。
「巫凪。これはね」

　私が何か言おうとしたら、西川は私と巫凪の間に入るように進み出て、
「庄司。悪いけど、俺が好きなのは沢野なんだ。だから、お前の想いには応えられない」

「……あ」

　巫凪が、私の顔を見てくる。私は、それに視線を合わせることができなかった。

　それで、やっと状況が飲み込めたのか、巫凪の瞳から大粒の涙がぼろぼろとこぼれていき―――
「あ、ああ……うああああああああああああああああ！！」

　泣きながら走り去っていく巫凪。

「巫凪！」

　私は、巫凪を追いかけようとして、後ろから肩を掴まれた。

「よせ、沢野」

「離せ、バカ！」
「バカはお前だ！今の状況でお前が行って、何ができる！」
「うるさい！元はといえば、あんたが悪いんでしょうが！」

「沢野……」

「私は、あんたのことなんか！あんたのことなんか！」

　なぜか、私までもが泣いていた。
　もう、頭の中がぐちゃぐちゃになって何がなんだかわからない。

　わからないまま、西川の手を振り切って巫凪を追いかけた。
　―――そして私は、巫凪にあの交差点で追いついた。

「待って、巫凪！」

　私の声に、びくっとして巫凪は交差点の向かい側で立ち止まった。

「はぁ、はぁ……良かった、やっと追いついた」

　私は、交差点を渡り、さらに巫凪に近寄ろうとし、

「来ないで！」

　巫凪の声で止められた。

「巫凪……」

「お願いだから、それ以上は近寄らないでね」

　ちょうど道路一本挟んだ向かい側。その距離が、今の私と巫凪の距離。
「……なんで、追いかけてきたの？」

　巫凪は、振り返らずに訊いてくる。

「なんでって、巫凪が、誤解してたら嫌だから」
「誤解？」

「そう、誤解」

　私は、努めて明るい声を出すことを心掛けた。

「私、別に西川のことなんてなんとも想ってないの。そりゃ、あいつの気持ちには驚いたけどさ。だから、巫凪にもまだチャンスが」
「もうやめて！」
「―――っ！？」

　初めて聞く巫凪の怒声に、私はたじろいだ。

「酷いよ、亜希ちゃん。私のこと、そんなに惨めにしたいの？」

「あ……」

　そうだ。私にこんなことを言える資格はない。

　言えば言うだけ、巫凪を傷つけていく。

「一人にしてよ。亜希ちゃんは西川さんのところに戻れば良いじゃない」

「だから、私はあいつのことなんて」

「それ以上言ったら、亜希ちゃんのこと絶対許さないから」

　静かな怒りを含んだ巫凪の声。

　わかる。巫凪は本気で言っている。

「私、もう行くから。亜希ちゃんもいい加減、自分に正直になりなよ」
「待っ、巫凪！」
　その時、私は巫凪に夢中で気づいていなかった。

　遠くから、激しいモーター音が近づいてきていることに―――

「―――っ、亜希ちゃん！」
「え？」

　巫凪を追いかけようと、交差点を渡りかけた瞬間、いきなり巫凪に突き飛ばされた。

　ずがぁっ！　ぐしゃ

　響く轟音。そして、一瞬遅れて直ぐ隣から何かがつぶれる音。

「っ、いったい何が？」
　尻餅をついたまま辺りを見回す。
「……何、これ」

　―――惨状が広がっていた。

　白い乗用車が、ある住宅の塀にめり込んでいる。この角度からでは運転席のところまで見えないが、怪我ですんだらラッキーだって言うくらいに車はへこんでいる。
　そして、塀や道路のところどころに飛び散った赤い斑点が、事故の激しさを物語っており―――

　事故―――そうだ、私は見たじゃないか！

　横から凄いスピードで突っ込んできた白い乗用車と巫凪がぶつかり、巫凪の体が、くの字に曲がるのを―――

「巫凪！？」
　そうだ。まず何よりも探さなくちゃいけないのは巫凪の姿だ。
　私は、立ち上がろうと道路に手を着き、
「……え？」

　ねちゃっとしたものが、左手についたのに気付いた。

「あ、あ……」
　そのこびりついたものは、赤かった。

　すぐ左を見ると、その赤いものの水溜りができていた。

　そして、その水溜りの中心には―――

「い、いやあああああああああああああああああああああああああああ！！」

　変わり果てた、巫凪の姿があった。

「……巫凪の体で無事なところなんてほとんどなかった。右手なんて千切れかかってたし、地面にぶつかったせいで顔の左半面が潰れてた。全身血だらけ、頭からの出血が特に酷くてね」
「……先生」

「私、パニックになってあの子に近づくことしかできなかった。でも、そしたらあの子、まだ意識があったの。

　あんなにぼろぼろになっているのに、泣きながらあの子を覗き込む私の顔を、不思議そうに眺めてた。

　そして結局、近所の人が呼んだ救急車が来る前に、あの子は息をしなくなった」

「………………」
「……これで全部よ。私が話せることは」

「………………」

　想像はしていた。でも、想像なんかよりもずっと重くてつらい話。

　間が持たなくなって、冷め切ったコーヒーを一気に飲み干した。
「あの子は、やっぱり私を恨んでいるわよね。好きな人を奪い、命まで奪った私を……」

「それは、先生のせいじゃ」
「私のせいよ。全部、私のせい」

　そう言う先生には、俺なんかが何かを言っても届かない気がした。
「先生。彼女の家族や、その西川って人は……」
「あの子の家族は引っ越したわ。西川は、大学が別になってね。今では、あの子の命日ぐらいにしか会ってないわ」

「そう、ですか……」

「他に、何か訊きたい事はある？」
「いえ。つらい話、どうもありがとうございました」

　俺は、立ち上がって深々と頭を下げた。

「良いのよ。話したら、少しすっきりしたわ。

　毎年、この時期になると、どうしてもあの子のことを思い出してね」

「……先生」

「ねえ、中根。私のこと、憎い？」
「……え？」

　突然の先生の質問。その真意が、掴み取れない。

「私はあなたの初恋の人を殺したのよ。憎くないの？」

「あ……」

　その時、なんとなくわかってしまった。

　先生は、もしかしたら誰かに憎んでほしいのかもしれない。

　あの事故のことで気を使われ続けるより、いっそ憎まれた方が楽なのではないか。

　だから、先生は―――

「先生。そうやって楽な方に逃げるなら、きっと俺じゃなくて巫凪が怒りますよ」
「―――――！？」
「ごめんなさい。最後に変なこと言って。それじゃあ、失礼します」

　俺は、逃げるようにして化学準備室から退室した。

　最後のは失言だったかなぁ。
　自分のベッドに横になりながら、思わず溜息が漏れる。

　先生に別れ際に言った一言、あれはちょっときつ過ぎたかもしれない。

　でも、巫凪なら、そんな沢野先生を見たら怒ると思ったのだ。
　まあともかく、これで先生が、巫凪は自分を恨んでいると思っている理由はわかった。

　痴情の縺れと書けば一言だけど、あの巫凪がなぁ。

　当然だけど、巫凪だって恋をしていたんだ。それも、沢野先生と同じ人を好きになって、それで負けた。
　あの二人が同時に好きになるなんて、西川って人はどんな人だったんだろう？

　……なんか、少しむかついた。

「バカか、俺は」
　この感情のことをなんというかくらい、俺だって知っている。

　でも、今は、そんなことを考えている場合か。
　巫凪が、先生を恨んでいるかどうか、それを考えなくちゃ。
　―――いや、その答えは簡単だ。

　恨んでいる相手を、自分の命を捨ててまで守るわけがない。

　だから、恨まれていると思いこんでいるのは、先生だけ。
　そうやって自分を貶めることで、先生は自我を守ったんだ。

　そうしないと、罪悪感で心が潰されてしまうから。

　あの人だって、本当はわかっているはずだ。巫凪が自分を恨んでいないことなんて。

　だってあの二人は、親友だったんだから―――
八月三日（水）
　今日も唸るような暑さで目が覚めた。

　早く地球温暖化をなんとかしなければならないのが世界の状況である。

　まあ、世界規模の話はとりあえず置いておこう。

　さて、今日は巫凪、来るかな？
「真哉さん。今日も良い天気ですね」
「ん、ああ」

　やってきた巫凪と街を歩きながら、俺は、記憶のことを話すべきかどうかを迷っていた。
　巫凪の記憶が戻れば、もしかしたら、沢野先生をあの苦悩から救ってあげられるかもしれない。
　でも、記憶を戻すということは巫凪に事故の恐怖や失恋の悲しみも思い出させるということだ。巫凪には、つらいことだろう。

　それに、救えるといってもあくまで可能性の話だ。下手をすれば、巫凪も先生も、二人とも傷つけてしまうことだってありえる。

　じゃあ、今のまま放っておくか？
　巫凪はつらいことを何も思い出さずに、俺と一緒に新しい想い出を作っていけるだろう。

　先生は、苦悩が続くかもしれないけど、今より傷つくことはない。

　現状を維持すれば、今まで通りの生活はできる。ただ、俺が黙っているだけで……
「真哉さん？」

「―――って、のわっ！？」

　気付いたら、直ぐ目の前に巫凪の顔。
　いつの間にか、俺の顔を覗きこんでいたようだ。
「ど、どうした、巫凪？」

「私といるの、楽しくないですか？」
「え、何でそんなこと訊くんだ？」
「だって、さっきから全然話してくれないですし……

　私、何か気に障るようなことしましたか？」

　巫凪が、不安げに揺れる瞳でこちらを見つめてくる。

　はぁ、バカか俺は。思考の海に沈んで、今隣にいる巫凪のことを無視するなんて。

「ごめん、巫凪。楽しくないとかそういうんじゃないんだ。

　ただ考え事してて……ごめんな」

「あ、いえ、私、てっきり何かしちゃったのかと……それなら、良かったです」
　巫凪の顔に笑顔が戻るのを確認して、俺もほっとする。
「でも、考え事ですか。それって、私が訊いても大丈夫なことですか？」

「え、ああ、その……」

　どうしよう……巫凪から訊いてきてくれたし、話してしまおうか？
「あのさ、巫凪」
　俺は、一瞬迷った末、思い切って話してみることに決めた。

　これは俺一人の問題じゃない。巫凪に、知らせなくちゃいけないことだと思うから。

「少し暑いし、場所を変えないか？」

「あ、はい」

　その後、木々の生い茂る公園までやってきた俺たちは、ベンチに腰掛ける。
　まあ、巫凪は座らないで浮いているんだけどね。

「それでさ、巫凪。さっき俺が考えていたことなんだけど……」

「はい」
「巫凪。記憶を、取り戻したいか？」

「え……はい。そのために、真哉さんも頑張ってくれているんですし」
「それが、つらい記憶でも？」

「真哉さん？」

「思い出さないほうが良かったと思うくらい、つらい記憶でも、巫凪は取り戻したいか？」

「それは……」

「正直に答えてくれ。どんな答えだって、俺は責めたりしないから」

　俺の問いに、巫凪は顔を伏せて考える。
「………………」

「………………」

　どれくらい待っただろう。巫凪が、その顔をゆっくりと上げた。

「真哉さん。正直に、答えて良いんですね？」

「ああ」

「私も、この間のさくらさんのことがあってから、同じようなことを考えました。

　思い出そうとするたびに頭が痛くなって、もしかしたら失った記憶は、つらいものなんじゃないか。思い出さないほうが良いんじゃないかって。なんとなくですけど、思っていました」

「……そっか」

「私は、今のままでも十分幸せです。真哉さんと一緒にいられて、幸せなんです。だから、この今が続くなら、別に記憶を取り戻さなくても良いんじゃないかって、そう思っているんです」
「……うん。巫凪の考えはわかったよ」

「真哉さん。私の記憶のこと、何かわかったんですね？」

「……ああ」
　いきなりこんなことを訊いたんだ。なんとなく、巫凪にも察しがついたのだろう。

「巫凪。俺はさ、わがままだけど、やっぱり巫凪に記憶を取り戻してほしい」

「……どうして、ですか？」
「巫凪じゃないと、多分助けられない人がいる」

「え？」

「記憶を取り戻すことで、巫凪もその人も傷つくかもしれない。でも、救えるかもしれないんだ」

　これは、一種の賭けだ。しかも、チップは俺のものじゃない。チップを払うのは巫凪と先生のみ。

　だから、これは俺のわがまま。

　この方法が最良の方法かどうかなんてわからない。もしかしたら、俺の頼んでいることは最低の結果を招くかもしれない。でも、可能性があるなら、俺は巫凪に頑張ってほしかった。
「これはさっきも言った通り、俺のわがままだ。だから、巫凪に決めてほしい」
「私が、決めるんですか？」

「うん。もし、記憶を戻す気があるなら、明日の一時、あの教室に来てくれ。

　もちろん、来なくてもかまわない。その時は、過去のことは全部忘れて、新しい思い出を作っていけば良い」

「………………」

　俺の意思は伝えた。後は、巫凪がどうするかだ。

「真哉さん。一つ、訊いて良いですか？」

「ん？」

「その助けられるかもしれない人って、真哉さんにとって大切な人なんですか？

　私を傷つけたとしても、助けたいって思うぐらい大切な人なんですか？」

「巫凪……」

　もしかして、巫凪、やきもち妬いてる？

「あのさ、巫凪」
「はい」

「俺、巫凪のこと、大切だぞ」

　俺は、照れ隠しに頬を掻きながらぼそっとそう言った。

「だから、傷つけたくない。本当を言えば、巫凪の記憶のことだって、黙っていた方が良いんじゃないかって迷っていたんだ」

「真哉さん。じゃあ、どうして私に話したんですか？」

「巫凪なら、大丈夫って思っちまったんだ」
「え？」

「巫凪は、きっと俺が思っている以上に強い。だから、たとえ傷ついても、立ち直れる。なんとなくだけど、そう思ったんだ」

「そんなの……私は、強くなんかありません」
　巫凪は首を横に振り、俺の言葉を否定する。

「でも、俺は巫凪を信じてる。

　まあ、確かに、俺の思い込みだっていう可能性もある。その時は……」

　俺は、巫凪のことを正面に見つめなおす。
「巫凪が立ち直れなかったら、それは俺の責任だ。だから、絶対に俺が支えてやる。俺にできることだったら、なんだってしてやるから」

「真哉さん…」

「……ごめん、こんなこと言っても、巫凪を混乱させるだけだよな。俺のお願いなんて無視して、巫凪が自分で決めてくれ」
「あ……」

　俺は、ベンチから立ち上がり、出口に向かって歩き出す。

　また明日、とは言えない。それは催促になってしまうから。

　これは巫凪自身のことだから、巫凪が決めなければいけないんだ。

　だから、巫凪がどんな結論を出すにしろ、俺は、黙ってそれに従おう。その出した結論について、俺は何かを言う権利を持ち合わせていないのだから。
「これでよしっと」
　自室に戻った俺は、早速目覚まし時計をセットした。
　明日だけは、絶対に遅刻はできない。たとえ、巫凪が来なかったとしても、俺はあの場所で待っていなくては。

　今日は、明日に備えてもう寝よう。
八月四日（木）

　よし、ばっちし目が覚めた。
　時間も余裕たっぷりだ。
　それじゃあ、用意してさっさと行くか。もし、巫凪が待ってたら悪いしな。

「着いた……」

　旧校舎の例の教室。３－Ｄと書かれたプレートが、間違いなくあの教室出ることを教えてくれている。
　……そういえば、巫凪と先生のクラスも３－Ｄ。このクラスだったんだ。

　それで先生、このクラスをわざわざ使ってたのか。
　きっと、巫凪にとっても先生にとっても、いろいろな思い出の残るこの場所を。もう直ぐ壊される、ギリギリまで―――
「……とりあえず、入るか」

　いつまでも、教室の前にいてもしょうがない。

　ドアを開けて、中に入って巫凪を待つことにする。

　時間を携帯で確認すると、十二時半を過ぎたところだ。約束の時間まで、後三十分ある。

　巫凪……来るかな？
　―――五分経過。
「……後二十五分か。まぁ、まだ来るわけないか」

　―――十分経過。

「後二十分。気長に気長に」

　―――二十分経過。

「残り十分。来るならそろそろだと思うけど……」

　―――二十五分経過。

「まだか、巫凪……」

　ううっ、だんだん気持ちに余裕がなくなってきたな。

　―――二十九分経過。

「残り、一分……」

　巫凪は、未だ現れていない。

　これが、巫凪の答えなのだろうか？

　記憶を取り戻さず、今のまま過ごすのが―――

　……よそう。どんな結論を出すにしろ、俺は巫凪に従うって昨日決めたじゃないか。
　だから、巫凪が来ないなら、巫凪と一緒にいっぱい遊んで楽しませてあげれば―――

「真哉さん」

　俺がそう結論を出そうとしたその直前、巫凪が、ゆっくりと姿を現した。

「巫凪……来てくれたんだ」
「来は、しましたけど」
　俺の質問に、巫凪は顔を伏せた。

「ついさっきまで悩んでいて、正直言うと、今も気持ちが揺らいでいます。

　やっぱり怖いんです。記憶を取り戻すことが」

「そうか」
「……でも、真哉さんは言ってくれましたよね。私のこと、信じているって」

「ああ」

「私には、真哉さんが言うような強さはありません。でも、真哉さんが信じてくれるなら、少しはそれに近づけるかもしれない、いえ、近づきたいと、そう思ったんです」

「巫凪、それじゃあ―――」
「……はい。教えてください、私の失った記憶を」

　覚悟を決めた巫凪の表情。それなら、俺は応えなくちゃ。
「巫凪。これから、俺が知っていることを全部話す。それは、巫凪にはショックの大きい話かもしれないけど、聞いてほしい」

「はい」

「まずは、これを見てくれ」

　まず最初に、図書室から持ち出した九年前の卒業アルバムを開く。

「巫凪は、この学校の生徒だった。そして、これが巫凪のクラスだ」

「………………」

「この中で、巫凪と最も関係が深い人物はこの沢野亜希って人だ」

　黙って自分がいたクラスの人間を眺めている巫凪に、沢野先生の写真を指差してやる。

「沢野……亜希？」

「巫凪とは、親友だったんだ。巫凪は、亜希ちゃんって呼んでたみたいだけど」

「亜希ちゃん、亜希ちゃん……何か、すごく懐かしい……」
「思い出せそうか？」

「……いえ、懐かしい感じはしますけど、そこまでは」
「そっか。それじゃ、続けるぞ」

　その卒業アルバムの別のページを開き、今度は別の人物を指差す。

「この人のこと、わかるか？」

「え、西川優貴さん、ですか？」

「ああ。生きていたころ、巫凪が好きだった人だ」
「――――――っ！？」

「巫凪！？」

　突然巫凪が、頭を押さえて苦悶の表情を浮かべる。

「亜希ちゃん……西川さん……」

「大丈夫か、巫凪？」

「は……い。続けて、下さい」

「……わかった」

　巫凪の様子は心配だけれど、今は続けるしかない。
「巫凪が持っているロケットを出してみて」

「はい……」

　巫凪は、言われたとおりにロケットを取り出し、その蓋を開く。

「巫凪の隣に写っているのが、沢野亜希と西川優貴だよ」

「この、写真の人たちが……ううっ……」
「巫凪は、西川って人のことが好きだった。沢野亜希は、そんな巫凪に協力して、九年前の八月五日、巫凪の告白の場を整えた。

　でも、西川って人が好きだったのは、巫凪ではなく沢野亜希の方。巫凪は、告白しようとする直前、二人がキスしているのを目撃したんだ」

「う、あ……そう、あの二人が……うぁっ！」
「巫凪はその場から走り去った。それを沢野先生は追いかけて、そして―――

　そこへ、乗用車が突っ込んできたんだ」

「ああ、ううっ……白い、車……亜希ちゃんを、助け……」

「そうだ。巫凪は、沢野先生を突き飛ばして、代わりに車に撥ねられた」

「い、た……い……亜希、ちゃん…西川、さん……ぃ、あ……苦し…」
　巫凪が、とうとうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うずくま),蹲)ってしまう。

「……告白……亜希ちゃんと、西川さんが……私、私は……」
　巫凪は、頭を掻き毟り、苦痛に耐え続ける。

「う、あ、あああああああああああ！」

　そして叫ぶ。苦悶の表情で、頭を抑えながら。
「巫凪……」

「ああああああああああああ―――あ……」

　唐突に、巫凪の叫びが納まった。

「巫凪？」

「あっ、ううっ、う……」
　代わりに、巫凪の口から漏れたのは嗚咽だ。その目からも、幾重にも涙がこぼれている。
「真哉……さん」

「……巫凪」

「全部、思い出しました」

　流れる涙はそのままに、巫凪はそう告げてきた。
「私に何があったか、亜希ちゃんの気持ち、西川さんの気持ち、私の未練。全部を思い出したんです。

　こんな大切なことを忘れていたなんて……私……」

「大丈夫か？」
「……はい。つらい記憶も確かにありますけど、これは思い出さなくちゃいけない記憶でした。全てが、私が生きていたという証ですから。

　今日、ここに来て良かった。思い出せて、良かったです」

「巫凪……」

　涙をぬぐった巫凪の目には、強い意志の光が宿っていた。

　やっぱり、巫凪は強い。

　俺が信じたとおり、巫凪は強い女の子だった。

「真哉さん。それで、私が助けられるかもしれない人って、やっぱり」

「ああ。沢野亜希、俺の担任の先生、沢野先生だ。沢野先生は、巫凪が死んだのは自分のせいだと思い込んでいる。
　巫凪、力になってあげられないか？」

「亜希ちゃん……」
　巫凪は、悲しそうに先生の名前を呟いた後、強い目でこっちを見、

「亜希ちゃんと話をしてみます。私と亜希ちゃんは、親友ですから、絶対助けます。

　それと、真哉さん。できれば、西川さんとも一緒に会いたいんですけど」

　巫凪の口からその人と会いたいと言われ、ちくりと胸が痛む。

　でも、今はその感情を無視して、巫凪の質問に答えるために先生の言葉を思い出す。

「西川って人は、もう先生とも連絡を取ってないみたいで、会うのは巫凪の命日ぐらいだって―――あ」

　そこで気付いた。巫凪の命日って言ったら、

「八月五日。明日か―――！」

　

　

八月五日（金）
　紺碧の空には緩やかに雲が流れ、奥の山の木々からは蝉の大合唱が聞こえる。
　今いるのは街外れの公共墓地。ここに、巫凪の遺骨が納められている墓があった。

　昨日、先生に電話して、俺も巫凪の墓をお参りしたいことを伝えると、ここに遺骨があることを教えてくれたのだ。
　ただ、早い時間帯は巫凪の家族が来るだろうから、来るならば夕方に、とも教えてくれた。

　つまり、先生も来るのは夕方であるということだろう。
　俺は適当な時間に家を出、先に墓地に到着。

　そこで、先生たちが来るのをただ待ち続けていた。

　ちなみに、巫凪とは別行動。

　巫凪は、家族と会いに一足先に墓地に来て、家族が帰った後はある場所で待ってもらっている。

「へぇ、お見合いするんだ？」

「そう決まったわけじゃないが」

　と、そこへ、聞き覚えのある女性と初めて聞く男性との会話が聞こえてきた。

「相手は良いところのお嬢さんでしょ？断る理由無いじゃない、西川」

「……沢野。俺は―――」

　声のした方を見ると、沢野先生ともう一人、写真で見た西川って人が、スーツ姿の大人バージョンで並んで歩いていた。

「先生」
「……あ、中根」

　俺に気付いた先生は、片手を挙げて軽く挨拶してくる。

　俺はそれに、軽く会釈して答え、先生たちが近づいてくるのを待った。

「中根はもう、お参りは済んだの？」

「ええ、まあ」

「……沢野。この子、お前の教え子か？」

「そうよ。それと、巫凪とも、子どもの頃に遊んでたって」
「――――――！？」

　先生のその説明に、西川さんの表情が変わる。

「君、その話は本当か？」

　そう訊いてくる西川さん。俺は、その問いに首を振った。

「え、中根？」

「……先生。西川さん。そのことについて、お話があります」

　俺は、それだけ言って歩き出す。

「ちょ、中根！？」

「………………」

「待ちなさい！何がなんだかわからないじゃない！」

「今は、ただついてきてください。お願いします」

　俺は振り返って、二人に頭を下げる。
　そんな俺を見た先生と西川さんは、顔を見合わせて二、三言葉を交わした後、

「わかったわよ。ついていけば良いんでしょ」

「ありがとうございます」

「でも、くだらない話だったら新薬の実験に毎週付き合ってもらうからね」

「はい」

　俺は、返事をして歩き出す。

　先生と西川さんは、俺に無言でついてきてくれているようだ。

　正直、ほっとした。ついてきてくれなかったら、どうしようかと思ったところだ。

　待ってろ、巫凪。今、二人を連れて行くからな。

　そうして、俺は二人を連れてきた。

　巫凪が待つ、元３－Ｄの教室へと―――

「着きました」

「着きましたって、ここ、私が使ってた物置じゃない。こんなところに連れてきて、どうするって？」

「二人に、会ってもらいたい人がいるんです」
「何言っているのよ。誰もいないじゃない」

「いますよ。見えないだけです」

「……は？」

「先生は、幽霊って信じますか？」

　俺の問いに、先生は少し心配そうな顔になり、

「中根、大丈夫？暑さで頭がやられちゃったとか？」

「俺は正気ですよ」
　先生の問いに苦笑いで返し、本題へと入る。

「俺は、彼女とはこの教室で会ったんです。ちょうど、先生が俺に片づけを命じた日でしたね」

「……中根？」

「彼女は記憶喪失でした。幽霊で記憶喪失だったから、自分の未練もわからずに九年もの間、彷徨ってたんです」

「彼女、九年……？」

「それって、まさか！？」

　二人には、俺が言おうとしていることがなんとなくわかったらしい。

　俺は、軽く頷いて話を続ける。

「そして、昨日。彼女は全ての記憶を取り戻しました」
「中根。あんた、なに言って―――」
　震える先生の声。俺は、そんな先生を見据え、今最も伝えなければならないことを口にした。

「先生、西川さん。庄司巫凪は、幽霊になってこの教室にいます」

「――――――」

　沈黙が、教室内を支配する。

　俺が、その言葉を口にした後、誰も口を開かない。

　そんな中、先生が俺に歩み寄ってきて、キッと今まで見たことのないような鋭い目つきで睨みつけてくる。

「中根。くだらない話だったら承知しないって、さっき言ったわよね？」

「はい」

「私ね。こういう冗談、大っ嫌いなの。あんたのことは気に入ってたけど、その認識も、改め――」

「冗談じゃないよ、亜希ちゃん」

『――――――！？』

　確かに届いたその声に、先生と西川さんが固まった。

「その人の言っていることは、全部本当のこと。私は今、ここにいます」

　自分を認識できる力。それを真哉さんと先生と西川さんの三人同時に使いました。
　三人には、私の姿が真哉さんのすぐ隣に浮かび上がったように見えるはずです。

　記憶の取り戻したからこそできること。

　幽霊は、強い思いを力に変える。私は、未練を思い出したから、これぐらいのことができるようになったのです。

「巫凪。俺は、外に出てるよ」

「はい」

　真哉さんが教室の外に出て行くのを見送って、私は亜希ちゃんに向き直ります。
「久しぶりだね。亜希ちゃん」

「あ、あ……」

　私が笑いかけても、亜希ちゃんはまだ状況が理解できていないみたいです。
　口をパクパクさせながら、私の姿を上から下まで何度も何度も見ています。

「庄司……本当に、庄司なのか？」

　そんな亜希ちゃんよりも、西川さんの方が先に話しかけてきました。

「お久しぶりです、西川さん。でも、苗字は男の人の名前みたいだから、名前で呼んでくれって言っているじゃないですか」

「は、はは……その言い方、本物かよ。本物の、庄司……」

「はい。本物ですよ」

「……巫凪？」

　天を仰いでから笑いしている西川さん。そして、ようやく亜希ちゃんが話しかけてくれました。

「巫凪……本当に、巫凪なの？」
「本当だよ。それとも、親友の顔を忘れちゃった？

　でもそれもしょうがないか。私が死んでから、九年も経っちゃってるもんね」

「忘れてない！忘れたことなんてない！」

　私の言葉に、亜希ちゃんは大きく首を振りました。
「巫凪のこと、忘れたことなんてない。片時も、忘れたことなんてなかった。
　私、ずっと巫凪に謝りたくて……ごめん、ごめんね、巫凪。ごめん……」
「亜希ちゃん……」
　泣き崩れる亜希ちゃん。
　ああ、私は、こんなにも亜希ちゃんを苦しめていたんだ。

「亜希ちゃん。私こそごめんね。亜希ちゃんがこんなに苦しんでいたのに、ずっと気付けなかった。こんなに近くにいたのに」

「巫凪が謝ることじゃない。悪いのは、全部私。私なんだから……」

「そんなことない。亜希ちゃんは何も悪くないよ」

「違う！全部私が悪い！

　あの日に決めなきゃ良かった。追いかけなきゃ良かった。そうすれば、巫凪が轢かれることなんてなかったのに……

　私が、私がいたから！いっそ、私が轢かれていれば良かったんだ。私がいなくなれば―――」

「亜希ちゃん！」

　亜希ちゃんの言葉を怒声で遮ります。それ以上、言わせるわけにはいかないから。

「亜希ちゃん。そんなこと、絶対言わないで」

「巫凪？」

「自分がいなくなれば良かったなんて、絶対言わないで！」

　私は、怒っていました。それも、かなりすごく。
「……亜希ちゃん、私ね。亜希ちゃんを助けたときに頭を強く打っちゃったでしょ。それで、記憶が無くなっちゃったんだけど、今は、その時のことも思い出せるの。

　あの時、亜希ちゃんは、私を覗き込んでぼろぼろ泣いてたよね。

　それを見てね。私、この人の笑顔が見てみたいって思ったの」

「え……？」

　私のその言葉。それで、ようやく亜希ちゃんが顔を上げてくれた。

「あの時には、もう亜希ちゃんのことを忘れていたんだよ。でも、そんな風に思ったの。

　私、それくらい亜希ちゃんが大好きだったんだよ。

　だから、自分が轢かれていれば良かったなんて思わないで。あれは、私が望んでしたことなんだから」

「巫凪……」

「ね、だから笑って。私、亜希ちゃんの幸せそうな笑顔が見たい。それが、私の未練だから」

　そう。私の未練は、親友の幸せな姿を見ること。
　大好きな亜希ちゃんに、幸せになって欲しい。、

　だから、今、私にできることは―――

「西川さん。訊きたいことがあります」

「あ、ああ。なんだ？」

「西川さん。亜希ちゃんのこと、どう想っていますか？」

「―――――！？」
　その質問に、西川さんではなく、亜希ちゃんの方が大きく反応しました。

　どこか怯えるような表情で、亜希ちゃんは西川さんの返事を待ちます。

　あれから九年も経っています。だから、西川さんの気持ちが変わっていてもしょうがないこと。

　……けれど、
「俺は……俺は、今でも沢野が好きだ」
　西川さんの言葉に、私はやっぱりと思いました。

　私には、西川さんの気持ちが変わっているようには思えませんでした。

　わかるんです。あの時から、西川さんの気持ちは変わっていない。二人の間に、私が入る隙間なんてなかったあの時から、何一つ変わっていないんだって。

「沢野。俺は、ずっとお前のことが」

「―――っ、でも、あんた、お見合いするって」

「見合いなら断れば良い。俺の気持ちは、あの時から変わっていないから」

　西川さんは、先生を見つめてはっきりとそう言葉にしました。

「さあ、次は亜希ちゃんの番だよ」

「……え？」

「あの時、私、正直になってって言ったよね？
　もう抑えつけないで。亜希ちゃんの、本当の気持ちを聞かせて」

「……で、でも、巫凪は」

「私のことは気にしないで。全部、わかっていたから」
　亜希ちゃんの気持ちも、西川さんの気持ちも、ずっとずっと前からわかっていたから。

　振られてしまうということも、わかっていたんだから。

「頑張って、亜希ちゃん。応援、してるから」

　私は、震える亜希ちゃんの体を抱きしめて、そう言いました。

　あの時とは、全く逆の立場です。
「……わ、私」

　そして、どれくらい経ったでしょうか。亜希ちゃんは、その重い口を、ようやく開き―――

　俺はその時、教室の外に出ていた。

　今、教室の中で話されていることは、俺が聞いてはいけないことだろうから。

　だから、先生と西川さんがどうなったかは知らない。知らないけど―――

「真哉さん」

「あ、巫凪……終わったのか？」

「はい」

　その巫凪の笑顔を見て、なんとなくわかってしまった。

「先生。もう大丈夫そうか？」

「これからは、西川さんもいますし、もう大丈夫ですよ」
「そっか。それじゃ、俺たちは行こうか。二人の邪魔するわけにもいかないしな」

「ふふっ、そうですね」

　俺と巫凪は、並んで歩き出す。
「これからどうする、巫凪？」

「お祝いにパーティーやりませんか？」

「おっ、良いな、それ。じゃあ、ケーキでも買いに行くか」

「はい♪」

　・

　・

　・

　その後、小さなケーキを買い、家に帰った俺たちは、小さいパーティーを開いた。
　参加する人間は、俺と巫凪だけ。ケーキも一つで、他はお菓子だけっていう本当にささやかなパーティー。
　でも、巫凪とたくさんのことを話して、笑って、本当に楽しんだ。

　それは、俺が話し疲れて寝るまで続き―――

「真―――起きて―――」

　体をゆさゆさと揺らされる感覚。

「真哉さ―――真哉さん」

「ううっ、あと五分……」

　俺を揺らす相手に思わずお約束な答えを返してしまう。
　やっぱりお約束というものは大事だと思うのだ、俺は。

「真哉さん、起きてくださいよ」

「わかったよ。今、起きるから」

　起こす人間の声が、困り声になってきたので、いい加減に起きることにする。

　半身を起こして軽く瞬き、欠伸が出るのを強引にかみ殺す。

「真哉さん。やっと起きてくれましたね」

「おはよ、巫凪」

　とりあえず、正面にいた巫凪に朝の挨拶。

　どうやら、起こしてくれたのは彼女らしい。

「それで、今何時だ……って、まだ外は暗いじゃないか」
　窓の外はまだ真っ暗。はっきり言って、いつもなら爆睡している時間帯のようだ。

「どうしたんだ、こんな時間に起こして？」

「起こしたっていうか、正確に言うと真哉さんはまだ寝ているんですけど」
「……は？寝てるも何も、起こしたのは巫凪だろ」

　俺には、巫凪に起こされた記憶がばっちり残っているんだが……
「真哉さん。ここは真哉さんの夢の中なんですよ」

「俺の夢の中？」

　夢っていうと、寝ているときに見るやつ……でいいのか？

「真哉さんの夢の中に、私が力を使ってお邪魔してるんです」

「ん～、良くわかんないけど、じゃあこれも、記憶を取り戻したから使える力か」

「はい」

　幽霊の力って、実はいろいろできるんだなぁ。

「それにしても巫凪。夢の中にまでやってくるなんて、まだ話したりなかったのか？
　俺の方はもうネタ切れだから、巫凪の話を聴くだけになっちまうぞ」

「いえ、そういうわけじゃないんです。実は、真哉さんにお願いがありまして」

「お願い？」

「はい。夢の中じゃないとできないことなので、迷惑かもしれませんけど、お願いできますか？」

　夢の中じゃなきゃできないことか……まあ、断る理由はないな。

「良いよ。俺にできることなら、協力するよ」

「良かった」

　俺がそう答えると、巫凪はほっと胸をなでおろした。
「それで、俺は何をすれば良いんだ？」

「あ、その……ですね」

　巫凪は、おずおずと俺のベッドに乗って正座をする。

　そして、頬を赤らめながらまっすぐにこっちを見ると、意を決したように口を開き、

「私を抱いてほしいんです！」

「――――――」

　なんかもう、真っ白になった。
　巫凪のやつ、今なんて言いました？

　とんでもない爆弾発言しませんでしたか、奥さん？

　巫凪の発言で、奥さんって誰だよって自分に突っ込みいれたくなるぐらい、俺の精神はぶっ飛んだ。

「あの、真哉さん？」
「な、なんだ、巫凪？」

「ダメ……ですか？」

　うっ……そんなに潤んだ目で見ないで下さい。

　俺の理性値、そんなに高くないよ！

「み、巫凪。意味、わかって言っているか？」

「わかっています。わかってて、お願いしているんです」

「え、えっと……ほ、ほら、巫凪。俺たちって、お互い触れ合えないだろ。だから、そんなこと」
「触れますよ。私は真哉さんを揺すって起こしたじゃないですか」

「あ……」

　そういえば、そうだった。

「ここは夢の中。真哉さんも私も、今は精神だけの存在だから、触れ合えます」

「そ、そうか。それなら、え～と……」

　俺が何か、他の言葉を探していると巫凪がどんどん悲しそうな顔になってくる。

「真哉さん。私を抱くの、そんなに嫌ですか？」

「え、あ、その……」

「私、魅力ないですか？それとも、こんなことを言い出す女は、はしたなくて嫌ですか？」

「そ、そんなことは……」

「嫌ならはっきり言って下さい。その方が、諦めがつきます」

　ほとんど涙声になっている巫凪。その声を聞いて、ようやく落ち着いてきた。
「……ごめん、巫凪」

「――――――っ！？」

「って、うわっ、そうじゃない！そうじゃないんだ！」

　今ここで謝ることが、別の意味を表すことに気付いて慌てて否定する。

　あ、危ない危ない……

「巫凪を抱くのが嫌ってことはないよ。俺だって男だし、正直言わせてもらえば、巫凪みたいな可愛い子を抱きたくないわけがない」

「じゃあ、なんでですか？」
「う、その……」

　恥ずかしいけど、この場合、白状するしかないよなぁ。うぅ……

「俺、初めてなんだよ。だから、動転しちまって」

「真哉さん……」

「本当に、俺で良いんだな？初めてだから、その……あんまりうまくないぞ、きっと」
　俺がそう言うと、巫凪はクスッと笑って、

「私も初めてですから、そんなの気にしないで下さい。私は、真哉さんじゃないと嫌です」

「巫凪……」

「真哉さんのこと好きですから。好きな人に、奪ってほしいんです」
　俺を好きだと言ってくれる巫凪。

　俺の巫凪に対する気持ちも、もう決まっている。

　そんな相手からこんなことを言われたんだ。これで何もできなきゃ、男じゃない。

「巫凪」

「あ……」

　俺は、巫凪をそっと抱き寄せた。

　暖かくて柔らかい、巫凪の体。

　初めて感じるその感触、その匂いに頭がくらくらする。
「真哉さん」
「ん？」
「真哉さんの好きな様に、抱いて下さい」

　―――ああ、もうダメだ。
　そんな風に、背中に手を回されながら言われては抑えなど効くわけがない。

「巫凪！」

「え……んんっ！？」

　巫凪の顎を上げ、半ば強引にその唇を奪う。
「ん…んん…」

　どこか甘い巫凪の唇。それを何度も何度もついばむようなキスを繰り返し、味わっていく。

　次第に、キスだけでは物足りなくなってきて、俺は巫凪の胸へと手を伸ばした。

「んっ、んん……」

　巫凪は、少し驚いたように声を漏らすが抵抗はしない。

　少し力を込めると、その弾力と柔らかさが服の上からでもわかった。

「……巫凪」

「きゃっ」

　キスで力の抜けていた巫凪。その体を軽く押しただけで、簡単にベッドの上に倒れてしまう。

　俺はその上に覆いかぶさり、再び触れるだけのキスを交わした。

「巫凪。脱がすよ」

「……はい」

　巫凪が小さく頷くのを確認して、服に手をかける。

　ブラウスのボタンをはずし、前をはだけさせると下着に包まれた二つの膨らみが目に飛び込んできた。

　巫凪にばれないよう小さく唾を飲みながら、今度はスカートに手をかける。しどろもどろになりながらも、なんとかそれを脱がすと、胸の下着と同じ色の下着が巫凪の大切な部分を隠していた。
「真哉さん。そんな風に見られると恥ずかしいです」

「巫凪の体、こんなに綺麗なのに？」

　染み一つない真っ白な肌。丸みを帯びた女の子特有の体に、俺は一種の感動を覚えていた。

「真哉さん……んんっ」

　真っ赤になった顔で俺を見上げてくる巫凪がたまらなく可愛くて、再び唇を重ねる。

「ん、んん！んちゅる、ぢゅっ！」

　それも、今度のはさっきまでの触れ合うようなキスではない。巫凪の唇を貪るように吸い、舌を入れて暴れさせた。

「んちゅっ、ちゅう、ぢゅるるるる」

「んんっ！？ん、んちゅっ！し、真哉さ…ぢゅるっ！？」

　驚く巫凪の歯を舌でこじ開け、その先にある舌と絡ませる。
「ちゅっ、ぢゅる、んぢゅっ」

「んんっ、んちゅ…はぁ、んちゅっ」
　甘い巫凪の唾液。それをすすり、代わりに俺の唾液を巫凪の口内に送り込む。

　舌を何度も絡め、唾液の交換を繰り返していると、やがて、巫凪も慣れてきたのか自分から舌を伸ばし始めた。
「んちゅっ、ぢゅるっ、んぢゅるっ！」

「んあっ、ちゅっ…はぁ、はぁ……真哉…さん…」
　顔を離すと、唇の間に糸が張るのがいやらしい。

　ディープキスの終わった後の巫凪は、とろんとした潤んだ瞳でこちらを見てくる。

　そんな巫凪の姿を見て、どんどん巫凪が欲しくなっていく―――

「胸、しても良いか？」

「はい」

「ありがと……ちゅっ」

　俺は、今度は首筋にキスをしながら、巫凪の胸の下着をずり下げる。

　大き過ぎず小さ過ぎないそれは、ピンク色の頂上をつんと天井に向けていた。

「綺麗だよ、巫凪」

「恥ずかし……んんっ……」

　両手で双丘を、円を描くようにして揉みしだく。

　少しでも力を入れると、形を変えるそれが面白くて、いつまでも続けたくなりそうだ。
「はぁ……ふぁ……」

「どう、巫凪。気持ち良い？」
「わからない…です。少しくすぐったくて、でも体が熱くなって……」

「じゃあ、ここは？」

　俺は、巫凪の胸の先端を軽く指で弾く。

「ひあっ！？」

　瞬間、一オクターブ高い声とともに巫凪の体が跳ねた。

「巫凪、大丈夫？」

「はぁ…はぁ……はい。続けてください」

　たったそれだけで、肩で息をする巫凪。

　これって、相当気持ち良いってことかな？

　俺は、首筋に這わせていた舌を鎖骨、乳房の順に下ろしていき、最後には乳首を舌で弾く。
「ひゃあ！？真哉…さん、あんっ！」

　胸を揉みながら、その頂点を唇で噛み、舌で乳首を転がしていく。

　反対側の乳首も同時に指で擦り、巫凪を攻め立てる。

「あっ、ダメ！声、出ちゃうっ！ん、んんっ！」
　巫凪は、恥ずかしいのか自分の口を両手で塞いで声が出ないようにしている。

　でも、それじゃあ、俺が嫌だ。
　俺は、巫凪の両手を口から強引に離させた。
「真哉さん？」
「巫凪の声、もっと聞かせて」

　俺は、それだけ巫凪の耳元で囁いて愛撫を再開する。

「んっ、んあっ！？は、恥ずか…ふあっ！」

　巫凪は、俺に言われたとおり今度は、両手で口を塞ぐようなことはしなかった。

　恥ずかしさに体を震わし、身悶える巫凪に我慢できなくて、俺は下へと手を下ろしていく。

　おへそのあたりをそっと撫で、さらに下へ。巫凪の尤も大切な場所へ。

「……あ」

　俺の右手の動きに気付いたのか、巫凪が不安げな瞳でこちらを見上げてくる。

「触るよ？」

「……はい」

　一瞬の逡巡の後、巫凪は小さく頷いた。

　それを確認し、俺は巫凪の下着の中へと指先を入れていく。

　薄い茂みを掻き分け、熱く湿ったそこに触れる。
「んんっ！？」

　巫凪が嬌声を上げると同時に、新たな蜜が溢れ出してくる。

「ああっ…んっ…んんっ！」

　中指で何度もスリットを下から上になぞり、その度に愛液が指先に絡んでいく。

　巫凪がこんなに濡らしている。
　あの巫凪が、いやらしい声を上げて乱れている。

　もう限界だ。我慢なんてできない。

「巫凪。そろそろ、良いか？」

「……はい。来て、下さい」

　巫凪の残った下着を全て脱がし、俺自身も全ての服を脱ぐ。

「うあ……そんなのが、入るんですか？」

　巫凪が俺の下半身を見て、体を強張らせる。

「痛いだろうから、大丈夫なんて言えないけど……」
「……大丈夫です。覚悟はできていますから」

「わかった」
　俺は、巫凪の足を開いて巫凪の中心に自分のものをあてがう。

「あ、真哉さん」

「ん？」

「手、握ってもらえますか？」

「ああ」

　入れる直前。伸ばしてきた巫凪の右手を、俺の左手がしっかりと握り締めた。

「ありがとう、真哉さん。それじゃあ、その……どうぞ」

「ああ。行くよ」

「くぅっ！」

　強引に巫凪の中に押し入っていく。

　あまりにも狭い巫凪の中を無理矢理拡げ、奥へ奥へと腰を進ませる。
「い…たっ！あうぅ……」

「巫凪、もう少し、だから」
　痛みに苦しむ巫凪に、それだけ言ってさらに腰を押し付ける。
　しかし、それが、何かの抵抗にあってそれ以上進まなくなった。

　これが、巫凪の処女膜―――

「巫凪。お前の初めて、俺がもらう！」

「は、い…んくっ……もらって…下さい！」

　腰に体重を乗せ、巫凪の腰をを引き寄せると同時に一気に突き出した。
「あ、あ…痛っ……痛い！」

　ぶつんと何かを破る感触の後、ずぶずぶと俺の全てが巫凪の中へと入っていく。

　巫凪は破瓜の激痛に涙を浮かべ、握った俺の左手に爪を立てた。
「――――っ」

　こんな痛み、巫凪に比べたらたいしたことじゃない。

　巫凪は、もっと痛い思いをしているんだから。

「巫凪、もらったよ。お前の、初めて」

「は…い……嬉しい…です」
　なんとか笑おうとする巫凪に、俺は触れ合うだけのキスをする。

「真哉…さん」

　巫凪の髪をそっと撫でると、巫凪はくすぐったそうに目を細めた。

「真哉さん。動いて、良いですよ」

「え、良いのか？」

「……はい。真哉さんに、気持ち良くなってもらいたいですから」

　巫凪の言葉に胸が熱くなってくる。こんな状態でも、俺のことを第一に考えてくれる巫凪の気持ちが嬉しかった。
「わかった。じゃあ、ゆっくりな」

　巫凪からゆっくりと引き出していくと、カリが壁に擦れて脳髄がしびれるような快楽が襲ってくる。

「くっ、ああ……んんっ…」

　先端が抜ける寸前まで引くと、俺のものは巫凪の血で真っ赤に染まっていた。
「巫凪……」

「ああっ…ん、ふあ……」
　罪悪感を感じながら、もう一度、引いたときと同じ速度で巫凪の中に入る。

　それを何度も繰り返し、巫凪が少しでも慣れるのを待つ。

「はあ……あんっ…し、真哉さ…んっ…キス……キスして…あんっ」

「ん」

　巫凪のリクエストに応えて、繋がったまま巫凪の唇を奪う。

「ちゅっ…ちゅぷっ…ぢゅる」

「んっ…ちゅっ…ふあっ……」

　舌を入れると、巫凪も積極的に応えてくれた。

　巫凪の唾液はまるで媚薬のようで、思考に靄がかかり、巫凪のことをもっと感じたくなっていく。
「んあっ……真哉さんの…中で、大きく…」

「巫凪が気持ち良いから」

「う、嬉しい……私で感じて…ああっ！」

　巫凪の最奥を先端が擦ると上がる声。

　その声には、苦痛だけでなく別の感情が含まれていた。

「巫凪、今の気持ち良い？」

「わか…らないです…ただ、ビクってなって……」

「気持ち良いんだ」
「ひゃあっ！？」

　子宮口を突き、円を描くようにして奥を擦る。

「ふあっ！し、真哉さん！お、奥……あんっ！」

　もう、これ以上は我慢できなかった。

「巫凪、もっと早く動くよ」

「え？うっ、ああっ！」

　俺は、巫凪の返事を待たずに腰の動きを早くしていく。

「はあっ…あんっ！真哉さん、待って…んんっ、激し…ああっ！」

「巫凪！巫凪！」
「はぁ、真哉さん…真哉さん！」

　互いに名前を呼び合い、キスを交わす。

　ずちゅっ　ずっ　ぐちゅっ

　結合部分から響く水音が、さらに興奮を高めていく。

「くうっ、凄いよ、巫凪」

　どうしようもないほどの射精感がこみ上げてくる。

「ああんっ！ああっ！んあっ！」

「み、巫凪。俺、もう……」

「いい、ですよ……このまま、中で……」

「いいのか？」

「いっぱい、私を感じてください」

「巫凪っ！」

「うあっ！」
　巫凪の腰を持ち上げ、叩きつけるようにしてラストスパートをかける。

「ああっ…ダメ……ふあっ！」

　パンッ　パンッ　パンッ
　勢いよく腰を叩きつけ、肉と肉がぶつかる音が響く。

「あっ！ああんっ！し、真哉さ……好き、好きです！」

　巫凪の中が波うって射精を促す。俺は最後に巫凪の一番奥まで押し込んだ。

「イク―――！」

「あ、あああああああっ！」

　巫凪の中に、俺の欲望の全てをぶちまけていく。

　巫凪の子宮口に何度もそれが当たり、その度に巫凪の体が小さく痙攣した。

「あ、ああ……真哉さんの、熱い……」

　その痙攣が終わると、ぐったりと脱力してしまう巫凪。

「巫凪……」

ちゅっ

　そんな巫凪に、俺は繋がったまま唇を重ねた。

　・
　・

　・

「真哉さん。まだ起きているんですか？」

　夢の中のベッドの上。俺の隣で寝ていた巫凪が、俺の顔を覗きこんできた。

「あれ、起きたんだ？もっと寝顔を見てたかったのに」

「あ、うぅ……」
　俺の言葉に、顔を赤くする巫凪。
　寝顔を見られただけでこの反応。さっきあれだけのことをしたって言うのに、初々しいったらありゃしない。

「ずるいです、真哉さん」

「え？」

「早く寝てください。今度は、私が真哉さんの寝顔見ますから」

　頬を膨らませて可愛らしいことを言う巫凪に、つい苦笑してしまう。

「笑わないで下さい！私、真剣ですよ」

「わかったわかった。もう寝るよ。あれだけ動いたから、流石に疲れたしね」

「あ……」

　先ほどの行為を思い出したのか、巫凪の顔がさらに赤く染まる。

　やっぱ可愛いなぁ。
「うぅ……真哉さん。なんか意地悪です」
　まあ、可愛い子には意地悪したくなるっていうのは男の性なので、勘弁してもらいたい。

「それじゃあ、俺は巫凪の望み通り寝ることにしますか」

「はい。早く寝てくださいね。いっぱい観察しちゃいますから」

「あはは。お手柔らかにね」

　隣にいる巫凪の体温を感じながら目を閉じると、すぐに睡魔が襲ってきた。
　疲れているのは本当だったから、当然といえば当然か。

「……おやすみ、巫凪」
「おやすみなさい、真哉さん。夢の中の夢で、ぐっすり休んで下さい」

　遠ざかっていく巫凪の声を聞きながら、心地よい眠りに落ちていく。

「――――――」

　眠る間際、何かを巫凪が言った気がした。

八月六日（土）

　がばっ！

　俺は跳ね起きて、パンツの中を確認する。

「ふぅ……惨事は免れたか」

　それにしても、すごい夢を見た。

　俺と巫凪が、最後までしてしまう夢を見るなんて……
　それも、やけに現実味のある夢。

　感触や匂い、巫凪の喘ぎ声まで全部記憶に残っている。
「やばっ。思い出したら、変な気になっちまう」

　頭を振って、浮かんできた煩悩を振り払う。

　うう……ここまで記憶に残ってるなんて、やっぱり巫凪の力で本当に俺がしたということだろうか。

　どちらにしろ夢のことだし、男の俺には確認する方法がないのだが……

　巫凪に確認してみるか？

　でも、もし巫凪の関わりのない俺の夢だったら、俺って煩悩まみれまくりのスケベ野郎だよな。

　……って、そういえば巫凪は？

　部屋の中を見回しても、いつもと変わらぬ光景に食べ散らかしたスナック菓子の袋が加わっているだけ。
　姿が見えないってことは、まだ眠っているということだろうか？

「巫凪？」

　呼びかけても、一向に返事はない。

　ってことは、まだ寝ているんだろ。昨日は、泊まるって言ってたし。

　それなら俺は、先に起きて朝シャンでもしてきますか。

　しかし、時計を見たらすでに十二時。

　……こりゃ、朝シャンっていうより昼シャンだな。

　シャワーを浴びて、ご飯を食べ、再び部屋まで戻ってくる。

「巫凪、起きたか？」

　なんて言いながら、自室のドアを開けて部屋に入っても、返ってくるのは沈黙だけ。

　なんだ、巫凪のやつ。まだ起きてないのか。

　じゃあ、起きるまで、今日行く記憶探しの場所でも考えて……って、記憶探しする必要、もうないじゃん。バカか、俺は―――

「……え？」

　―――ぞくりと、背筋に悪寒が走った。

「な、なんだ今の？」

　何か、とてつもなく嫌な予感がする。

　このままここにいては、取り返しのつかないことになる。それを俺のどこかが訴えている。

「ははは。気のせい……だよな？」

　―――本当に？

　本当に、気のせいで済ませて良いのか？

　落ち着け。良く考えろ。巫凪の記憶探しをする必要はない。そう考えたら、この嫌な予感が現れたんだぞ。

　巫凪の記憶探しをする必要はないってどういうことだ？

　巫凪の記憶が戻ったからだ。

　じゃあ、巫凪が取り戻した記憶ってなんだ？

　全部思い出したんだろ。つらい思い出。楽しかった思い出。自分の未練―――

「―――っ！？」

　俺は、その可能性に気がついた。

　巫凪の未練。それは、それは―――

　―――昨日、果たされたはずだ！

　気付いたら俺は、自室を飛び出していた。

　未練を晴らした幽霊がどうなるか。そんなこと、想像に難くない。

　というか、最初、そのために巫凪の記憶を戻そうとしていたんじゃないか！

「くそっ、さよならもなしに逝っちまうのか！」

　いや、違う。

　俺は、さよならの言葉をもう聞いていた。

　思い出せ。昨日の夢の中、巫凪が最後に言っていた言葉を―――

「さようなら。大好きでした」

「っくしょ～～！！」

　俺は、行き先もわからずに走り出す。

　昨日、そのまま寝てしまった自分に腹が立った。

　そんな一方的な別れだけで成仏しようとしている巫凪に腹が立った。

「まだ、まだ逝くな、巫凪ーーーーーーーーーーーーー！！」

　とにかくもう一度会いたかった。あの笑顔に―――

「……あれ、真じゃない」
　街中を走り回って巫凪の姿を探していると、いきなり声をかけられた。

　こっちを呆れ顔で見ているのはさくらだ。今はこいつにかまっている場合ではないので、無視してさっさと行こうかと思ったとき、こいつが巫凪を見えるのを思い出した。

「何やってんの、そんな汗だくになって？」

「さくら、大変なんだ！」
「ちょ、どうしたのよ？」

　俺の気迫に押されてか、やや引き気味のさくら。

　だけど、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

「さくら、巫凪を見なかったか！？」

「え、ミナ？今日は見てないけど……」

「……そうか」

　さくらの言葉に、俺はがっくりと肩を落とす。

「どうしたのよ、真。そういえば、ミナも、昨日の夜遅くに来て『お世話になりました』なんて言ってたけど」

「……あいつは成仏しようとしているんだ」

「――――あ」

　俺の言葉で合点がいったのか、さくらは目を伏せる。

「そっか……あの子、逝っちゃうんだ」

「巫凪を見かけたら、教えてくれ」

「ああ、ちょっと待つ！」

　それだけ言って走り出そうとしたら、後ろからさくらに止められた。

「なんだよ！」

「あんた、巫凪に会ってどうするつもりよ？」

「そんなの―――」

「まさか、止める。なんて言わないよね？」

「………………」

　さくらに言われ、口ごもる。

　そうだ。俺は、巫凪にあってどうするかを全く考えてなかった。

「成仏することは、あの子にとって大切なことでしょ。それなのに、止める気？」

「違う。そんなことしない」

「じゃあ、なんであの子に会いたいの？会えば、別れがつらくなるだけかもよ？」

「それは……」

　俺が、巫凪に会いたい理由。それは、それは―――

　あぁ……なんだ、簡単なことじゃないか。

「まだ、言っていないことがあるんだ。伝えなきゃいけないのに、言葉にしていないことがあるんだ」

「………………」

「これを言えなきゃ、絶対後悔する。だから、もう一度巫凪に会いたい。会って、ちゃんとお別れしたい」
「……そっか。じゃあ、さっさと行ってきなさい」

　さくらは、俺の言葉を聞くとばしっと俺の背中を押した。

「い、いてぇな！」

「ほら、さっさと行く！行き先はわかるわよね？」

「わかんねえからこうやって走り回ってるんだろ！」

「はぁ……じゃあ、ヒント。あんたと巫凪の一番思い出深い場所は？」

「あ……」
「見つけてあげなよ。心当たりがあるなら、そこにいると思うから」

　俺と巫凪の思い出の場所……
　俺と巫凪が出会い、たくさん話した二人きりの空間。
　記憶を取り戻し、未練を晴らし、巫凪にとって、また俺にとっても思い出深いあの場所―――

「サンキュ、さくら！」

　俺はすぐに走り出す。

　巫凪が待つであろう、思い出のあの場所に―――

「巫凪！」

　学校の旧校舎。その３－Ｄのプレートがかかった教室のドアを、勢いよく開け放つ。
「巫凪、いるんだろ？」
　教室の中を見回しながら、巫凪に声をかけ続ける。

「巫凪、お願いだ。姿を見せてくれよ」

　ここにいないなら、俺には巫凪がどこに行ったかわからない。

「巫凪……」

「真哉さん」

「――――っ！？」

　その声とともに、俺の目の前に巫凪の姿が現れる。

　いつもより大分薄くなっているような気がするが、まだ、巫凪はそこに存在していた。

「良かった。間に合った」

「どうして、ここが？」

「俺と巫凪が、一番長く過ごした場所だろ、ここは」

「……そうですね」

　俺がそう言うと、巫凪は微笑んだ。
「巫凪。一方的にさよならなんて酷いじゃないか」

「ごめんなさい。お別れのときに真哉さんが傍にいたら、向こうに逝くのがつらくなってしまうと思ったから」

「バカ。俺はお前と一緒にいたいんだ。お別れのその瞬間までな」

「……はい。私も、真哉さんと一秒でも長く一緒にいたいです。ここで一人で待ってたら、それに気付きました」

　俺と巫凪は、なんとか笑いながら会話をしていく。
　本当は泣きそうだけど、強引にそれを抑え込む。
　だって、成仏することを泣いて止めても、どうしようもないことだから。

　それはただ、巫凪を困らせるだけ。俺は、そんなことはしたくない。

　だから、俺は笑うんだ。泣くことだけは、絶対にしちゃいけない。
「真哉さん。覚えていますか？私たち、ここで出会ったんですよね」

「ああ。あの時は本当にびびったよ。いきなり天井から首が生えてるんだもん」

「七夕のときの短冊ってどうしたんですっけ？」
「片付けのときに教室に置きっぱなしにしてて……その後、裏の竹林に戻しただろ」

「みんなで海に行ったのも、楽しかったですね」

「ああ。みんなで大騒ぎしてな。巫凪も酒が飲めるわけもないのに酔っ払ってたし」

「あ、あれは……場の雰囲気に酔っちゃいまして」

　巫凪と二人で、この夏の思い出を振り返る。
　本当に、楽しかった思い出を……

「真哉さん。本当にありがとうございました」
「巫凪？」

「真哉さんのおかげで私の大切な親友を助けられました。亜希ちゃんと西川さんも、真哉さんにお礼を言っていましたよ」

「それは巫凪が頑張ったからだろ。俺は、何もしてないぞ」

「そんなことありません。真哉さんが私を信じてくれなかったら、私は記憶を取り戻せませんでした。二人も、ずっと苦しんだままだったかもしれないです。

　真哉さんがいたから、私は頑張れた。真哉さんがいたから、私は二人を助けられた。
　真哉さんには、何度お礼を言っても足りません」

「いいよ、そんなの」

　礼から顔を上げた巫凪が、もう一度俺に向かって微笑んだ。

　それで、なんとなくわかってしまった。その時が来たんだと―――

「真哉さん。そろそろ私は逝かなくちゃ。九年の大遅刻です」

　巫凪が、逝ってしまう。

　……なら、いい加減伝えなくちゃ。ずっと待たせていた、あの返事を―――

「巫凪。一つ、言っておかなくちゃいけないことがあるんだ」

「はい？」

「巫凪の告白の返事。まだしてなかったよな」

「……あ」

　俺の本当の気持ちを。

　本当は、ずっと前から決まっていた俺の気持ちを言葉にしなくちゃ。

「待たせてごめん。俺、巫凪のこと」

　俺は微笑う。誰よりも大切な少女に向けて―――

「好きだ」

　たった一言。

　その一言に、全ての想いを乗せる。

　かっこいい言い回しも、とろけさせるような甘い言葉も浮かんでこない。

　この一言だけを、ただ伝えたかった。

「真哉さん……」

　巫凪は、自分の胸に手を当て、一瞬顔を伏せる。

　そして、次に顔を上げたとき、巫凪は笑っていた。

　本当に嬉しそうに。心から、笑っていたんだ。

「私も、真哉さんが大好きです」
　そうして、巫凪の姿が霧散した。
　一瞬で巫凪の姿は消失し、教室には俺だけしか残らない。

「……巫凪」

　もう巫凪の声は聞こえない。もう巫凪の姿は見えない。

　俺の好きな女の子が現れることは、これで永遠になくなったのだ。

　俺はただ、巫凪がいた場所をただ見つめ続ける。

「……巫凪、逝ったんだ」

　どのくらい、そうしていたのだろうか。教室の入り口からそんな声がした。

「沢野先生」

　先生は、俺の隣まで歩いてくると、俺に白い封筒を差し出した。

「ほら」

「……これは？」

「あの子から、あんたへの手紙。もっとも、あの子の言葉を私が書いたんだけどね」

　俺は、丁寧に封を開けると、中から手紙を取り出した。

前略　真哉さんへ

　手紙なんて書くの久しぶりだから、ちょっと変な文章になっているかもしれませんけど、許してくださいね。

　この手紙を真哉さんが読んでいるってことは、私はもうこの世界にはいないってことだと思います。おかげさまで、私は成仏することができました。

　真哉さんには、本当に感謝しています。
　短い間でしたけど、真哉さんと一緒に過ごした日々は、とても楽しかったです。

　それだけじゃなくて、真哉さんは私の記憶を戻して、亜希ちゃんと西川さんの間を取り持ってくれました。
　覚えていますか？

　七夕のときの『みんなが幸せになれますように』っていう真哉さんの願い。真哉さんは、その願い通り、私たち三人を幸せにしてくれました。真哉さんはすごい人です。

　だから、真哉さん。私がいなくなっても、ずっと悲しまないでくださいね。
　私は、真哉さんに幸せにしてもらいました。次は、真哉さんが幸せになって下さい。

　真哉さんの周りには、素敵な人がいっぱいいます。その人たちと一緒に、どうか幸せになって下さい。そして、その思い出を、何十年かしたら天国でいっぱい聞かせてくださいね。楽しみに待っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大好きな真哉さんへ　巫凪より

「……らしいですね。俺に幸せになってくれなんて」

　本当に巫凪らしい。

　巫凪らしくて、胸が苦しくなる。

「中根。ありがとね」
「なんですか？」

「巫凪を幸せにしてくれて。親友として、お礼を言うわ」

「気にしないで下さい。俺だって、楽しかったですから。

　巫凪と一緒にいられて。巫凪に名前を呼ばれて。だから―――」

「中根」

　いつもより優しい声で、先生は俺の名を呼ぶ。
「こういう時は、我慢しないで泣きなさい。巫凪だって、今日一日ぐらいは悲しんでも許してくれるから」

「……はい」

　先生の言葉で、せき止めていたものが溢れていく。

「ううっ……うう……」

　一度溢れたそれは、もう止めることができずに溢れ続け―――

「うぅ……ううっ…うう……」

　俺はただ、ひたすら泣き続けた。

　涙が枯れるまで、ただひたすらに―――
エピローグ

　新学期が始まった、ある日の放課後。
「ほら、真。遊び行くわよ、遊びに！」

　ホームルームが終わり次第、俺の席にやってきたさくらがそんなことを言い出した。

　まあ、当然そんなことをすれば黙ってられないやつが一人いるわけで……

「このゴリラ！しんちゃんは私と、ラブあり、笑いあり、スリルありのスペシャルデートを過ごすという予定が」
「いや、絶対嘘でしょ、それ」

「これから本当になるのよ！」

「やっぱり約束してないんじゃない」

　こうして、いつものように俺の席の前で喧嘩を始める二人。

　毎日毎日、よく飽きないもんだ。

「真。今日、どこか寄っていかないか？」

　女二人が、ギャ―ギャ―口喧嘩している間に、横から淳たちがやってきた。

「ね、行こうよ、中根君」

「先輩。今日は特別に先輩の好きなところを選んで良いですから」

　飯塚さんや絆ちゃんまでこの調子で、俺は苦笑してしまう。
　俺の周りには素敵な人がいっぱいいる……か。まったく、その通りだよ、巫凪。

　さくらは知っているだろうが、他のみんなは何も知らないはずだ。

　それでも、なんとなくは感じ取っている。感じ取っているけど、なにがあったかを訊こうとは、決してしなかった。

　今は、その優しさがありがたい。こうやって、遊びに誘ってくれる友人たちの心遣いが嬉しかった。

「真。行こう」
「……わかったよ、淳。久しぶりに、パーっと遊ぶか」

　俺は、鞄を持って立ち上がると、淳たちと一緒に歩き出す。
「おい、二人とも。喧嘩していると置いていくからな」

「はっ、いつの間にか真がいない！？」

「待ってよ、しんちゃん！」

　教室を出る間際に声をかけると、慌ててさくらと里美も追いかけてきた。

　昇降口を出て、校門までみんなと歩く。

　なんでもないことでバカ騒ぎしながら、ゆっくりと歩いていく。

「…………ん」

　そんな中、足を止めて振り返る。

　新校舎の奥にある、不自然なスペース。
　夏休みの間に取り壊された、旧校舎のあった場所。
「……巫凪」

　巫凪という少女を、俺は絶対に忘れないだろう。
　何年かしたら、俺の記憶にある声や顔は薄れていくかもしれない。

　それでも、彼女がいたという存在だけは絶対に忘れない。

「真。何やってるんだ？」

　校門の方から、淳の声が聞こえてくる。

　……巫凪。俺、大丈夫だから。

　一人なら、きっとまだ落ち込んでいたと思う。でも、俺にはあいつらがいる。

　だから、巫凪。思い出話、期待してて良いぜ。面白おかしい話、いっぱいしてやるからな。
「真？」

「ああ、悪い。今行く」

　旧校舎跡に背を向け、俺は友人たちのところへ駆け出した。

　俺たちの笑い声が、空高く響いていた。

　どこまでも、どこまでも高く。
　天国まで届けと―――
